
Title 海外事業者の在外財産の補償要求と植民地認識、一九四五―一九四八
年 : 朝鮮事業者会を中心に

Sub Title Demands for compensation of Japanese external assets and colony
perception of private enterprises, 1945-1948 : focusing
Chosenjigyoshakai

Author 朴, 敬珉(Park, Kyungmin)
Publisher 慶應義塾大学大学院法学研究科内『法学政治学論究』刊行会

Publication
year

2016

Jtitle 法學政治學論究 : 法律・政治・社会 (Hogaku seijigaku ronkyu :
Journal of law and political studies). Vol.108, (2016. 3) ,p.1- 33 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN10086101-20160315-0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


海外事業者の在外財産の補償要求と植民地認識、一九四五―一九四八年
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一　

は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
在
外
財（
1
）産の
補
償
問
題
に
対
す
る
朝
鮮
事
業
者（
2
）会を
中
心
と
し
た
海
外
事
業
者
の
認
識
と
対
応
を
考
察
す
る
こ
と
で

あ
る
。
研
究
の
対
象
期
間
は
、
一
九
四
五
年
の
敗
戦
直
後
に
朝
鮮
事
業
者
会
が
設
立
さ
れ
る
時
点
か
ら
大
蔵
省
管
理
局
の
名
義
で
『
日
本

人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』
が
印
刷
さ
れ
る
一
九
四
八
年
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
設
定
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
朝

鮮
事
業
者
会
を
筆
頭
と
す
る
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議（
3
）会に

所
属
し
た
海
外
事
業
者
が
、
在
外
財
産
の
補
償
を
要
求
す
る
過
程
で
知

識
と
情
報
を
結
集
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
植
民
地
認
識
が
連
動
し
て
表
出
さ
れ
日
本
政
府
に
共
有
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

朝
鮮
事
業
者
会
は
、
在
外
財
産
の
補
償
問
題
が
進
展
し
な
い
理
由
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
及
び
連
合
国
を
始
め
国
内
外
に
浸
透
し
て
い

た
植
民
地
認
識
の
「
誤
解
」
に
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
「
誤
解
」
と
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
正
常
な
経
済
活
動
、
経
済
開
発
、
福
利
厚

生
の
増
進
、
文
化
向
上
と
い
っ
た
史
実
が
、
一
時
期
の
軍
国
主
義
の
み
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
で
、
略
奪
、
搾
取
と
い
う
レ
ッ
テ
ル

を
貼
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
朝
鮮
事
業
者
会
は
む
し
ろ
軍
国
主
義
の
被
害
者
で
あ
る
と
い
う
論
理
を
打
ち
出

し
た
。
そ
れ
を
基
盤
に
具
体
化
さ
れ
た
の
が
、「
平
和
的
」
な
海
外
事
業
の
実
情
調
査
で
あ
り
、
補
償
委
員
会
の
設
置
で
あ
っ
た
。
一
方
、

日
本
政
府
は
、
在
外
財
産
の
補
償
要
求
に
は
留
保
し
な
が
ら
、
対
日
講
和
会
議
の
賠
償
問
題
に
備
え
て
海
外
事
業
者
に
接
近
し
た
。
海
外

事
業
者
が
在
外
財
産
問
題
の
解
決
策
と
し
て
提
唱
し
た
「
官
民
合
同
補
償
委
員
会
」
の
設
置
案
を
政
府
当
局
が
汲
み
取
り
、
両
者
は
在
外

財
産
調
査
会
を
発
足
さ
せ
る
。
そ
こ
で
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
民
間
財
産
管
理
局
（Civil Property Custodian

＝
略
称
Ｃ
Ｐ
Ｃ
）
と
の
関
係

の
中
で
、
植
民
地
朝
鮮
の
財
産
額
の
数
値
化
デ
ー
タ
が
算
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
デ
ー
タ
が
軍
国
主
義
の
略
奪
、
搾
取
と
い
う
「
誤

解
」
を
招
か
な
い
た
め
に
、
そ
の
妥
当
性
を
持
た
せ
る
作
業
が
同
時
並
行
で
進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
が
所
謂
『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す

る
歴
史
的
調
査
』
で
あ
り
、
政
府
当
局
と
海
外
事
業
者
の
植
民
地
認
識
の
集
約
版
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
財
産
額
と
植
民
地
認
識
の
実
体
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化
は
、
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
を
準
備
す
る
日
本
政
府
の
対
韓
請
求
権
を
補
強
す
る
意
義
を
持
つ
。

　

先
行
研
究
で
は
、
そ
も
そ
も
朝
鮮
事
業
者
会
と
い
う
存
在
自
体
が
見
落
さ
れ
が
ち
で
あ
っ（
4
）た。

研
究
群
の
多
く
は
、
引
揚
団
体
の
中
で

京
城
日
本
人
世
話
会
、
同
和
協
会
、
中
央
日
韓
協
会
な
ど
個
別
的
に
選
別
し
て
論
じ
る
傾
向
が
あ（
5
）る。
あ
る
い
は
『
日
本
人
の
海
外
活
動

に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』
の
生
成
過
程
に
限
り
分
析
す
る
か
、
そ
れ
を
断
片
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
取
り
上
げ
る
に
止
ま
っ
て
い（
6
）る。

本
稿
が
着
目
す
る
朝
鮮
事
業
者
会
の
認
識
と
対
応
が
、
官
民
協
調
の
枠
組
み
の
中
で
在
外
財
産
調
査
会
と
『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す

る
歴
史
的
調
査
』
に
連
続
性
を
持
つ
と
い
う
単
独
の
研
究
課
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
既
存
研
究
の

成
果
を
踏
ま
え
て
事
実
関
係
を
補
完
す
る
と
共
に
、
朝
鮮
事
業
者
会
の
形
跡
が
あ
る
機
関
紙
を
実
証
分
析
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
在
外
財

産
問
題
と
植
民
地
認
識
が
連
動
す
る
様
相
が
浮
か
び
上
が
り
、
戦
後
日
本
の
対
韓
国
外
交
の
一
源
流
を
見
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

二　

朝
鮮
事
業
者
会
の
在
外
財
産
の
補
償
要
求
と
植
民
地
認
識
の
連
動

㈠　

海
外
事
業
の
実
情
調
査
の
実
施
と
補
償
委
員
会
の
設
置

　

朝
鮮
事
業
者
会
は
、
没
収
さ
れ
た
在
外
財
産
の
補
償
を
幾
度
と
な
く
要
求
し
続
け
て
き
た
が
、
そ
の
問
題
は
漂
流
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。

そ
の
原
因
に
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
及
び
連
合
国
を
始
め
国
内
外
で
受
容
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
植
民
地
認
識
に
「
誤
解
」
が
あ
る
と
、
朝

鮮
事
業
者
会
は
診
断
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
そ
の
認
識
を
転
換
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
課
題
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
こ
う
し
た
認
識
の

下
で
、
一
九
四
六
年
三
月
一
八
日
に
朝
鮮
事
業
者
会
の
理
事
会
は
開
催
さ
れ
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
本
題
に
入
っ
た
。

朝
鮮
関
係
事
業
者
ハ
大
東
亜
戦
争
以
前
ヨ
リ
朝
鮮
開
発
、
民
主
福
利
増
進
ニ
貢
献
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
一
時
的
ニ
軍
閥
ヨ
リ
侵
略
戦
争
ニ
利
用
セ
ラ
レ
タ
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ル
ニ
過
ギ
ザ
ル
実
情
ヲ
、
要
ス
レ
バ
小
委
員
会
ヲ
設
ケ
具
体
的
資
料
ヲ
取
纏
メ
編
纂
シ
早
急
当
局
ニ
提
出
ス
ル
ト
共
ニ
司
令
部
ソ
ノ
他
各
方
面
ノ
啓
蒙

ニ
資
ス
ル
ノ
措
置
ヲ
採
ル
コ（
7
）ト。

　

も
と
よ
り
朝
鮮
半
島
の
経
済
発
展
と
現
地
住
民
の
福
利
厚
生
に
貢
献
し
て
き
た
史
実
が
、
一
時
期
の
軍
国
主
義
の
み
に
切
り
捨
て
ら
れ

て
い
る
。
我
ら
の
朝
鮮
半
島
の
全
史
が
「
曲
解
」
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
誤
解
」
だ
。
そ
れ
を
解
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
朝

鮮
縁
故（
8
）者は
現
状
を
把
握
し
て
い
た
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
理
由
の
中
に
被
害
者
意
識
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
朝
鮮
事
業
者
会

が
否
め
ら
れ
た
と
見
な
し
た
国
内
外
の
植
民
地
認
識
は
、
次
の
と
お
り
に
理
解
で
き
る
。
一
時
期
の
軍
国
主
義
に
よ
る
侵
略
戦
争
の
最
前

線
で
朝
鮮
縁
故
者
は
協
力
者
で
あ
っ
た
と
勘
違
い
さ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
そ
れ
に
利
用
さ
れ
た
の
だ
。
我
ら
は
被
害
者
で
あ
る
。
そ
の

実
情
を
裏
付
け
る
た
め
に
資
料
を
収
集
し
編
纂
し
て
具
現
化
さ
せ
る
の
だ
。
こ
れ
が
朝
鮮
事
業
者
会
の
論
理
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
朝
鮮
事

業
者
会
は
、
誰
よ
り
も
植
民
地
朝
鮮
に
対
す
る
的
確
な
認
識
を
持
つ
べ
き
対
象
を
日
本
政
府
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
定
め
て
い
た
。
そ

の
対
象
が
、
朝
鮮
縁
故
者
の
没
収
さ
れ
た
在
外
財
産
を
補
償
す
る
か
否
か
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

朝
鮮
事
業
者
会
の
理
事
会
に
お
け
る
議
論
は
、
通
常
、
案
件
の
性
質
に
よ
っ
て
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
に
問
題
を
移
す
か
、

直
接
関
係
当
局
に
陳
情
す
る
か
の
措
置
方
針
に
絞
ら
れ
て
い（
9
）た。
朝
鮮
事
業
者
会
は
、
基
本
的
に
両
方
の
措
置
方
針
を
並
行
さ
せ
な
が
ら

も
、
あ
く
ま
で
懸
案
解
決
に
向
け
て
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
と
朝
鮮
事
業
者
会
の
間
で
懸

案
を
め
ぐ
る
対
応
の
進
め
方
に
ズ
レ
が
生
じ
る
場
合
は
、
朝
鮮
事
業
者
会
が
そ
の
対
応
を
先
取
り
す
る
こ
と
を
も
辞
さ
な
か
っ
た
。
こ
の

場
合
は
、
早
速
、
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
幹
事
会
（
一
九
四
六
年
三
月
二
二
日
）
に
そ
の
案
件
が
移
さ
れ
て
い
た
。

海
外
企
業
者
ハ
戦
時
中
一
時
的
ニ
軍
閥
ニ
利
用
セ
ラ
ル
ル
事
態
ニ
否
応
ナ
シ
ニ
追
込
マ
レ
タ
ル
モ
本
来
ハ
多
年
ニ
亘
リ
現
地
住
民
ノ
民
生
向
上
、
経
済

開
発
ニ
貢
献
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
具
体
的
反
証
ヲ
挙
ゲ
関
係
要
路
ニ
提
出
ス
ベ
キ
資
料
蒐
集
方
中
央
協
議
会
ニ
於
テ
取
上
ゲ
議
題
ト
シ
善
処
ア
リ
タ
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キ
コ
）
10
（
ト
。

　

こ
の
よ
う
に
朝
鮮
事
業
者
会
は
海
外
事
業
の
実
情
調
査
を
始
動
さ
せ
た
。
一
九
四
六
年
三
月
二
五
日
、
朝
鮮
事
業
者
会
の
理
事
会
で
は
、

海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
幹
事
会
に
お
け
る
案
件
の
議
題
化
が
報
告
さ
れ
る
と
同
時
に
、
一
歩
先
を
進
む
場
面
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
た
。
鈴
木
武
雄
（
元
京
城
帝
国
大
学
）
の
登
場
で
あ
る
。
既
に
外
務
省
で
披
瀝
さ
れ
た
鈴
木
武
雄
の
持
論
、「
植
民
地
統
治
の
特
殊

性
」
が
朝
鮮
事
業
者
会
で
繰
り
返
さ
れ
た
。
鈴
木
武
雄
は
、「
朝
鮮
統
治
ノ
性
格
ニ
関
シ
之
ヲ
本
質
的
ニ
観
テ
決
シ
テ
侵
略
主
義
帝
国
主

義
的
理
念
ヲ
以
テ
律
セ
ラ
ル
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
所
以
ヲ
数
個
ノ
観
点
ヨ
リ
具
体
的
ニ
説
明
シ
、
関
係
要
路
ニ
提
示
セ
ン
ト
ス
ル
参
考
資
料

ノ
腹
）
11
（
案
」
を
提
示
し
た
。
そ
の
腹
案
は
、
次
の
よ
う
な
仮
定
質
問
に
対
し
て
事
実
を
挙
げ
反
証
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。「（
一
）
日
本
の
朝

鮮
領
有
に
朝
鮮
の
市
場
独
占
と
い
ふ
日
本
資
本
主
義
の
要
求
に
根
拠
を
有
し
た
で
あ
ら
う
か
？
（
二
）
日
本
統
治
下
朝
鮮
の
経
済
は
発
展

し
た
か
？
（
三
）
日
本
統
治
下
朝
鮮
の
経
済
的
躍
進
は
否
定
し
得
べ
か
ら
ざ
る
事
実
な
る
も
そ
れ
が
日
本
資
本
に
依
つ
て
遂
行
さ
れ
た
と

い
ふ
こ
と
は
矢
張
り
日
本
に
よ
る
朝
鮮
の
搾
取
を
意
味
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
か
？
（
四
）
日
本
は
朝
鮮
の
文
化
向
上
に
努

力
し
た
か
？
（
五
）
朝
鮮
に
進
出
し
た
日
本
人
諸
事
業
は
専
ら
日
本
軍
部
と
結
託
し
て
日
本
の
軍
事
的
侵
略
的
大
陸
膨
張
の
為
に
奉
仕
し

た
の
で
は
な
い
か
？
（
六
）
日
本
は
朝
鮮
か
ら
米
を
収
奪
し
た
か
）
12
（
？
」。

　

こ
れ
に
対
し
て
朝
鮮
事
業
者
会
は
、「
朝
鮮
事
業
者
が
過
去
数
十
年
に
亘
つ
て
あ
ら
ゆ
る
艱
難
辛
苦
を
重
ね
つ
ゝ
半
島
の
経
済
発
展
に
、

民
度
の
向
上
に
寄
与
貢
献
し
来
つ
た
事
実
を
適
例
を
以
て
具
体
的
に
立
証
致
し
た
く
之
が
資
料
の
調
査
に
着
手
す
る
」
と
呼
応
し
な
が
ら
、

「
専
門
家
の
協
力
を
も
仰
ぐ
べ
く
元
京
城
帝
国
大
学
教
授
鈴
木
武
雄
氏
を
煩
は
）
13
（

す
」
と
決
定
し
た
。
事
実
、
国
内
外
の
植
民
地
認
識
が
呈

す
る
「
誤
解
」
に
は
、
鈴
木
武
雄
と
朝
鮮
事
業
者
会
の
両
側
に
共
感
さ
れ
や
す
い
側
面
が
あ
っ
た
。
そ
の
共
感
を
具
体
化
さ
せ
る
に
は
、

両
側
が
分
か
ち
合
う
知
識
と
情
報
を
最
大
限
に
引
き
出
す
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
鈴
木
武
雄
に
は
、
日
本
の
賠
償
軽
減
と

経
済
復
興
と
い
う
実
際
課
題
に
絡
む
「
植
民
地
統
治
の
特
殊
性
」
の
立
論
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
は
乏
し
い
。
一
方
、
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朝
鮮
事
業
者
会
に
は
、
そ
の
立
論
を
成
り
立
た
せ
る
資
料
群
が
散
在
し
て
い
た
。
た
だ
、
そ
れ
を
一
本
の
軸
に
貫
徹
さ
せ
る
理
論
家
を
探

し
求
め
て
い
た
。
し
か
も
、
植
民
地
朝
鮮
に
対
す
る
否
定
的
な
評
価
に
は
、
両
者
と
も
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
に
合
致
し
て
い
た
。
だ

か
ら
、
朝
鮮
事
業
者
会
は
、
所
属
会
員
の
法
人
会
社
宛
に
鈴
木
武
雄
の
提
案
に
適
合
す
る
資
料
の
提
供
を
呼
び
掛
け
、
同
調
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
朝
鮮
事
業
者
会
は
、
在
外
財
産
の
補
償
要
求
を
一
層
緻
密
に
進
め
る
た
め
、
そ
の
懸
案
を
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協

議
会
の
場
に
広
め
る
と
共
に
、
鈴
木
武
雄
の
立
論
に
依
拠
し
て
そ
の
主
張
を
補
強
す
る
資
料
の
準
備
作
業
ま
で
同
時
に
進
め
て
い
）
14
（

た
。
勿

論
、
こ
れ
ら
の
作
業
は
、
国
内
外
の
植
民
地
認
識
の
是
正
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
絞
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
在
外
財
産
の
補
償
を
実
現
さ
せ
る
朝

鮮
縁
故
者
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

朝
鮮
縁
故
者
に
と
っ
て
賠
償
問
題
は
、
在
外
財
産
の
補
償
問
題
に
直
結
し
て
い
た
。
そ
の
問
題
に
関
連
す
る
補
償
措
置
を
達
成
す
る
た

め
に
、
朝
鮮
事
業
者
会
の
理
事
会
（
一
九
四
六
年
五
月
六
日
）
で
は
、
も
う
一
つ
対
応
の
進
め
方
が
練
ら
れ
て
い
た
。
賠
償
問
題
を
専
担
す

る
補
償
委
員
会
の
設
置
で
あ
る
。
朝
鮮
事
業
者
会
で
は
、
賠
償
問
題
の
進
展
に
備
え
て
「
補
償
委
員
会
ヲ
設
置
シ
委
員
ハ
各
部
会
ヨ
リ
適

格
者
一
名
宛
推
薦
ス
ル
コ
ト
ゝ
シ
速
ニ
理
事
会
ノ
承
認
ヲ
得
テ
実
）
15
（

施
」
す
る
議
論
が
開
始
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
海
外
事
業
の
実
情
調
査

の
件
と
同
様
、
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
幹
事
会
に
お
い
て
補
償
委
員
会
の
設
置
の
案
件
を
議
題
化
さ
せ
た
後
に
、
朝
鮮
事
業

者
会
が
取
っ
た
措
置
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
朝
鮮
事
業
者
会
の
第
一
七
回
理
事
会
（
同
年
五
月
一
三
日
）
で
は
、
早
く
も
補
償
委
員
会
の

設
置
に
関
す
る
行
動
計
画
に
向
け
た
意
見
交
換
に
移
っ
て
い
た
。
補
償
委
員
会
の
設
置
問
題
に
つ
い
て
、「
此
ノ
会
ハ
大
物
デ
ナ
ク
実
際

的
ニ
活
動
ス
ル
人
ヲ
選
ビ
其
ノ
範
囲
モ
賠
償
ニ
関
連
シ
タ
国
家
補
償
ノ
問
題
ノ
）
16
（

ミ
」
に
限
定
し
、
賠
償
対
象
に
含
ま
れ
る
か
否
か
の
在
外

財
産
及
び
終
戦
前
後
に
略
奪
も
し
く
は
破
壊
さ
れ
た
在
外
財
産
が
調
査
対
象
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
一
方
、
本
理
事
会
で
は
、
上
述
し
た

海
外
事
業
の
実
情
調
査
に
必
要
な
資
料
の
提
供
が
遅
れ
て
い
る
と
苛
立
っ
て
い
た
。「
海
外
事
業
ガ
平
和
的
事
業
デ
ア
ル
本
来
ノ
性
格
ヲ

明
ニ
ス
ル
資
料
ハ
具
体
的
事
実
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
、
各
会
員
ノ
手
許
デ
調
査
サ
レ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
。
然
ル
ニ
会
員
ヨ
リ
ノ
之
ガ
資
料
ノ
提

出
ガ
遅
ク
レ
テ
ヰ
ル
。
ナ
ル
ベ
ク
早
急
ニ
調
査
サ
レ
提
出
サ
ル
ゝ
様
御
努
力
願
ヒ
タ
）
17
（
イ
」
と
、
一
層
の
資
料
提
供
を
呼
び
掛
け
た
。
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一
九
四
六
年
五
月
二
四
日
開
催
の
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
理
事
会
で
は
、
朝
鮮
事
業
者
会
が
発
議
し
て
同
中
央
協
議
会
の

幹
事
会
を
経
た
原
案
通
り
、
補
償
委
員
会
の
設
置
が
決
定
さ
れ
た
。
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
に
お
け
る
補
償
委
員
会
の
設
置
と

同
時
に
、
同
中
央
協
議
会
所
属
の
地
域
別
部
会
及
び
業
態
別
部
会
に
補
償
小
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
。
補
償
委
員
会
の
委
員
は
、
補
償
小

委
員
会
別
に
一
名
を
委
嘱
し
て
必
要
に
応
じ
若
干
名
を
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
補
償
委
員
会
が
取
り
扱
う
事
項
は
「
在
外
財
産
ノ
戦

争
並
ニ
終
戦
ニ
因
ル
損
害
ニ
対
ス
ル
補
償
問
）
18
（

題
」
に
限
定
さ
れ
て
、
在
外
財
産
の
補
償
対
象
と
す
べ
き
損
害
の
調
査
が
重
要
視
さ
れ
た
。

な
お
か
つ
補
償
委
員
会
は
、
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
理
事
会
及
び
幹
事
会
の
週
替
わ
り
開
催
に
比
べ
、
同
委
員
会
の
開
催
を

随
時
か
つ
頻
繁
に
す
る
こ
と
で
「
臨
機
即
応
ノ
処
理
ガ
出
来
ル
）
19
（

様
」
に
取
り
組
む
構
え
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
海
外
事
業
の
実
情
調
査
に
つ
い
て
は
「
海
外
事
業
ノ
平
和
的
性
格
調
査
報
告
ノ
下
読
会
」
が
開
か
れ
、
海
外
事
業
者
か
ら
の
提

供
資
料
が
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
を
島
正
孝
（
朝
鮮
事
業
者
会
理
事
・
三
井
物
産
）
は
、「
本
件
ハ
以
外
ノ
反
響
ヲ
呼
ビ
各
方
面
カ
ラ
資
料

ノ
提
供
ガ
ア
ツ
タ
ガ
、
趣
旨
ガ
充
分
徹
底
シ
ナ
カ
ツ
タ
為
メ
カ
稍
ポ
イ
ン
ト
ノ
外
レ
タ
モ
ノ
少
シ
ア
リ
。
数
字
的
説
明
ノ
省
略
サ
レ
タ
モ

ノ
ア
リ
。
重
要
産
業
デ
ア
ツ
テ
然
モ
簡
略
ニ
ス
ル
モ
ノ
等
ア
）
20
（

リ
」
と
、
朝
鮮
事
業
者
会
の
理
事
会
（
一
九
四
六
年
五
月
二
七
日
）
で
報
告
し

た
。
こ
の
筋
書
き
通
り
で
あ
れ
ば
、
海
外
事
業
の
平
和
的
性
格
を
特
徴
付
け
る
た
め
に
は
、
朝
鮮
縁
故
者
の
論
理
を
一
貫
さ
せ
て
資
料
の

数
値
化
に
重
点
を
置
き
、
重
要
産
業
は
詳
細
な
調
査
資
料
の
提
供
が
要
求
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
予
想
通
り
の
展
開
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
事
業

者
会
は
、
こ
れ
ら
に
つ
き
「
国
際
経
済
研
究
所
ノ
川
野
教
授
（
筆
者
注
：
川
野
重
任
）
ノ
検
討
ヲ
煩
ハ
シ
テ
適
宜
ソ
ノ
指
示
ヲ
受
ケ
テ
加

除
添
削
ヲ
加
ヘ
テ
行
ク
コ
）
21
（

ト
」
を
望
み
、
学
識
経
験
者
の
知
識
に
依
存
し
て
い
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
海
外
事
業
の
実
情
調
査
に
充
て

る
資
料
提
出
の
期
限
を
「
五
月
一
五
日
デ
締
切
リ
ハ
シ
タ
ガ
尚
有
効
適
切
ナ
資
料
ハ
後
レ
テ
モ
ヨ
イ
カ
ラ
引
続
キ
御
提
供
ヲ
切
望
ス
）
22
（

ル
」

と
求
め
た
。
最
大
限
に
有
効
適
切
な
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ
と
に
、
朝
鮮
事
業
者
会
は
腐
心
し
て
い
た
。
海
外
事
業
の
実
情
調
査
を
進
め
て

い
た
川
野
重
任
（
東
京
大
学
）
の
方
か
ら
も
、
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
幹
事
会
（
一
九
四
六
年
五
月
三
一
日
）
で
経
過
報
告
が

行
わ
れ
た
。
以
下
の
骨
子
が
示
さ
れ
た
。「
一
．
直
截
簡
明
ナ
要
約
趣
旨
ト
附
帯
資
料
ノ
適
切
ナ
ル
編
纂
整
理
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
。
二
．
資
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料
ハ
具
体
性
ヲ
要
求
ス
。
数
字
ニ
重
点
ヲ
置
ク
コ
ト
。
日
時
、
場
所
ノ
明
示
、
グ
ラ
フ
ノ
作
成
等
。
三
．
各
種
企
業
ノ
綜
合
的
検
討
、
企

業
ヲ
メ
グ
ル
環
境
ノ
調
査
等
モ
必
要
デ
ア
ル
。
四
．
論
理
的
ナ
ル
コ
ト
ガ
執
筆
要
領
ト
シ
テ
大
切
デ
ア
）
23
（

ル
」。
海
外
事
業
の
内
容
を
簡
明

か
つ
圧
縮
し
て
論
理
的
に
貫
く
こ
と
、
そ
の
具
体
性
は
数
値
化
で
裏
付
け
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

㈡　

補
償
委
員
会
の
推
移
と
在
外
財
産
の
数
値
化

　

連
合
国
の
極
東
委
員
会
（
一
九
四
六
年
五
月
一
三
日
）
で
は
、
第
一
次
中
間
賠
償
の
取
立
案
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
れ
に
続
け
て
、
造
船
業

硫
酸
工
業
及
び
工
作
機
械
製
造
業
を
対
象
と
し
た
第
二
次
中
間
賠
償
の
取
立
計
画
（
同
月
二
三
日
）
が
採
択
さ
れ
て
い
）
24
（

た
。
賠
償
問
題
が

進
展
す
る
最
中
、
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
補
償
委
員
会
で
朝
鮮
部
会
を
代
表
す
る
委
員
に
は
、
市
川
欣
次
郎
（
朝
鮮
事
業
者

会
理
事
・
日
本
鉱
業
）
が
内
定
し
）
25
（
た
。
市
川
欣
次
郎
は
、
一
九
四
六
年
六
月
一
七
日
、
朝
鮮
事
業
者
会
の
理
事
会
で
初
回
の
補
償
委
員
会

（
同
月
一
一
日
）
の
状
況
を
報
告
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
補
償
委
員
会
の
組
織
は
業
務
分
担
か
ら
四
部
制
で
構
成
さ
れ
た
。
第
一
部
（
調

査
班
）
で
は
補
償
対
象
に
含
ま
れ
る
べ
き
損
失
の
調
査
研
究
が
、
第
二
部
（
研
究
班
）
で
は
賠
償
及
び
補
償
問
題
に
関
す
る
情
報
の
調
査

研
究
が
、
第
三
部
（
渉
外
班
）
は
交
渉
連
絡
を
担
当
し
て
、
第
四
部
（
宣
伝
班
）
は
世
論
を
喚
起
す
る
任
務
が
割
り
当
て
ら
れ
）
26
（

た
。
続
け

て
、
第
二
回
の
補
償
委
員
会
（
同
月
一
四
日
）
に
お
け
る
各
委
員
の
業
務
分
担
の
決
定
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
補
償
委
員
会
の
場
に
は
、

大
蔵
省
の
伊
藤
管
理
課
長
及
び
吉
田
賠
償
課
長
、
外
務
省
の
鈴
木
事
務
官
が
臨
席
し
た
。
補
償
委
員
会
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
大
蔵
省

令
第
九
五
）
27
（
号
に
よ
る
在
外
財
産
報
告
書
の
数
字
に
疑
問
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
前
、
海
外
事
業
者
が
政
府
当
局
に
提
出
し
た
同
報
告

書
の
数
字
に
は
、
重
複
す
る
部
分
が
あ
り
評
価
基
準
も
一
定
せ
ず
、
ま
た
円
貨
及
び
外
貨
が
そ
れ
ぞ
れ
表
記
さ
れ
る
問
題
が
あ
っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
財
産
補
償
の
参
考
資
料
と
し
て
は
直
ち
に
役
立
た
な
い
と
評
価
さ
れ
た
。
第
二
回
の
補
償
委
員
会
に
お
い
て
、
そ
の
問
題
点
が

外
務
・
大
蔵
両
省
か
ら
指
摘
さ
れ
、
改
め
て
在
外
財
産
報
告
書
の
正
確
さ
を
高
め
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
っ
）
28
（
た
。

　

政
府
当
局
の
要
請
に
答
え
る
た
め
、
早
速
、
第
三
回
の
補
償
委
員
会
（
一
九
四
六
年
六
月
二
〇
日
）
で
在
外
財
産
の
調
査
を
め
ぐ
る
議
論
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が
進
ん
で
い
た
。
そ
の
議
論
の
主
導
権
は
朝
鮮
縁
故
者
が
握
っ
て
い
た
。
市
川
欣
次
郎
委
員
（
第
三
部
／
渉
外
班
）
は
、
補
償
対
象
に
含

ま
れ
る
在
外
財
産
の
損
失
額
を
決
定
す
る
際
に
、
大
蔵
省
令
第
九
五
号
に
よ
る
在
外
財
産
報
告
書
を
利
用
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
そ
の
う

え
、
分
類
・
整
理
か
ら
評
価
・
集
計
に
ま
で
至
る
作
業
を
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
が
代
理
し
て
、
実
質
的
な
事
務
は
地
域
別
の

事
業
者
会
が
担
当
す
る
こ
と
と
、
こ
れ
に
か
か
る
費
用
は
政
府
が
負
担
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
た
。
こ
の
提
案
に
対
し
て
、
島
正
孝
委
員

（
第
一
部
／
調
査
班
）
も
各
種
の
総
額
の
決
定
方
法
に
つ
き
説
明
し
な
が
ら
応
じ
）
29
（

た
。
同
中
央
協
議
会
の
補
償
委
員
会
に
お
い
て
も
朝
鮮
縁

故
者
は
、
彼
ら
が
想
定
す
る
解
決
策
の
枠
内
に
議
論
を
収
め
る
よ
う
先
導
し
て
い
た
。
こ
の
事
項
は
朝
鮮
事
業
者
会
の
理
事
会
（
一
九
四

六
年
六
月
二
四
日
）
に
も
持
ち
込
ま
れ
た
。「
一
．
資
料
取
直
シ
ヲ
ヤ
ラ
ヌ
ト
ス
レ
バ
省
令
九
五
号
ノ
報
告
ヲ
如
何
ニ
補
正
ス
ベ
キ
ヤ
。
二
．

取
直
シ
ヲ
ス
ル
ト
セ
バ
ド
ウ
イ
フ
ヤ
リ
方
デ
行
ク
ベ
キ
カ
。
三
．
補
償
ニ
入
ル
ベ
キ
在
外
財
産
ノ
枠
ヲ
如
何
ニ
決
メ
ル
カ
。
四
．
ソ
ノ
評

価
基
準
ヲ
如
何
ニ
ス
ベ
キ
ヤ
。
五
．
為
替
換
算
率
ヲ
如
何
ニ
ス
ベ
キ
）
30
（

ヤ
」
な
ど
、
具
体
的
な
検
討
を
要
請
し
た
。
な
お
、
朝
鮮
事
業
者
会

は
、「
海
外
事
業
ノ
資
料
取
纏
メ
ハ
目
下
ノ
處
各
方
面
ト
モ
極
メ
テ
不
充
分
ナ
ル
」
現
状
か
ら
、
同
中
央
協
議
会
に
お
い
て
実
効
性
あ
る

措
置
を
講
じ
る
反
面
、「
補
償
委
員
会
ニ
任
セ
放
シ
ニ
セ
ズ
」
こ
と
も
心
掛
け
て
い
）
31
（
た
。
朝
鮮
事
業
者
会
の
同
時
並
行
的
な
物
事
の
進
め

方
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
政
府
当
局
か
ら
強
調
さ
れ
た
在
外
財
産
報
告
書
の
あ
り
方
に
、
朝
鮮
事
業
者
会
が
具
体
策
を
練
っ
て
い
た
所

以
で
あ
る
。

　

再
び
議
論
は
、
補
償
委
員
会
（
一
九
四
六
年
六
月
二
八
日
）
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
そ
の
結
論
は
、「
補
償
問
題
ヲ
速
急
、
具
体
化
ス
ル
為

メ
ニ
モ
、
所
謂
『
カ
ン
』
ヲ
以
テ
在
外
財
産
ノ
地
域
別
ノ
大
キ
ナ
枠
ヲ
推
算
ス
ル
大
数
観
察
的
ナ
達
観
的
結
論
ヲ
出
ス
コ
）
32
（
ト
」
で
あ
っ
た
。

と
に
か
く
在
外
財
産
の
大
枠
を
示
す
の
が
至
急
だ
と
結
論
付
け
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
海
外
事
業
者
か
ら
の
資
料
提
供
は
期
待
に
及
ば
ず
、

政
府
か
ら
正
確
性
の
あ
る
報
告
書
を
要
求
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
国
会
の
会
期
中
で
あ
っ
た
。
切
迫
し
た
情
勢
に
置
か
れ
た
海
外
事
業
者

は
、
ひ
と
ま
ず
財
産
規
模
の
可
視
化
を
図
り
、
そ
の
中
身
の
穴
埋
め
は
後
回
し
に
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は

「
カ
ン
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。
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朝
鮮
事
業
者
会
の
理
事
会
（
一
九
四
六
年
七
月
一
日
）
で
は
、
そ
の
「
カ
ン
」
で
推
算
し
た
在
外
財
産
の
総
額
が
示
さ
れ
た
。
ま
ず
、
旧

朝
鮮
総
督
府
を
母
体
と
す
る
朝
鮮
関
係
残
務
整
理
事
務
所
の
調
査
結
果
は
、
五
〇
万
円
以
上
の
法
人
八
三
一
社
の
在
外
財
産
の
帳
簿
価
格

は
約
一
〇
四
億
円
で
あ
っ
た
。
一
方
、
朝
鮮
事
業
者
会
の
調
査
結
果
は
、
会
員
法
人
一
三
七
社
の
在
外
財
産
の
帳
簿
価
格
は
約
三
七
億
円
、

評
価
額
は
約
一
一
六
億
円
で
あ
っ
）
33
（
た
。
つ
ま
り
、
朝
鮮
事
業
者
会
の
調
査
結
果
で
あ
る
帳
簿
価
格
の
約
三
倍
が
評
価
額
に
値
す
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
朝
鮮
関
係
残
務
整
理
事
務
所
の
調
査
結
果
に
適
用
さ
せ
る
と
、
五
〇
万
円
以
上
の
法
人
会
社
の
在
外
財
産
は
約
三
〇
〇
億
円

の
評
価
額
と
な
る
。
そ
の
他
、
五
〇
万
円
以
下
の
法
人
及
び
個
人
単
位
の
財
産
を
加
算
す
れ
ば
、
概
ね
法
人
及
び
個
人
を
含
む
日
本
国
の

在
外
私
有
財
産
の
総
額
は
出
る
見
通
し
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
単
純
化
し
た
評
価
手
法
は
「
仲
々
困
難
デ
ア
ル
」
と

吐
露
し
て
い
た
こ
と
が
朝
鮮
事
業
者
会
の
内
情
で
あ
っ
）
34
（
た
。
か
と
言
っ
て
問
題
を
放
置
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
具
体
策
を
打
ち
出
す

べ
き
時
間
は
刻
々
と
迫
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
朝
鮮
縁
故
者
は
実
感
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、「
カ
ン
」
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

各
地
域
の
「
カ
ン
」
に
依
拠
し
た
結
果
は
、
一
九
四
六
年
七
月
五
日
の
補
償
委
員
会
で
提
示
さ
れ
た
。
第
一
部
／
調
査
班
の
島
正
孝
委

員
の
報
告
に
よ
る
と
、
評
価
額
（
終
戦
時
基
準
）
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
は
三
〇
〇
―
三
五
〇
億
円
、
台
湾
は
七
五
―
一
〇
〇
億

円
、
樺
太
は
三
〇
―
四
〇
億
円
、
満
州
は
四
〇
〇
―
六
〇
〇
億
円
、
そ
し
て
中
国
は
満
州
と
同
額
に
推
定
さ
れ
、
南
方
は
二
〇
〇
―
三
〇

〇
億
円
、
欧
米
豪
印
は
五
―
一
〇
億
円
、
総
計
は
一
四
一
〇
―
二
〇
〇
〇
億
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
値
に
つ
い
て
、
彼
ら
は
次
の
よ
う
な

考
え
を
示
し
た
。

最
低
一
、
四
一
〇
億
乃
至
二
、
〇
〇
〇
億
ト
推
算
シ
タ
ガ
政
治
的
ニ
考
ヘ
レ
バ
色
々
ナ
見
方
モ
ア
ラ
ウ
ガ
一
応
ハ
在
外
資
産
概
計
一
千
五
百
億
ト
推
算

シ
テ
見
タ
ワ
ケ
デ
ア
ル
。
議
会
モ
開
会
中
デ
ア
リ
当
局
ヘ
ノ
建
白
書
等
出
ス
ト
ス
レ
バ
時
機
モ
切
迫
シ
テ
居
ル
ノ
デ
一
応
コ
ノ
千
五
百
億
円
ノ
在
外
資

産
ト
イ
フ
数
字
ヲ
利
用
セ
ラ
レ
テ
ハ
如
何
カ
ト
考
ヘ
）
35
（

ル
。
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海
外
事
業
者
の
在
外
財
産
の
総
額
は
「
カ
ン
」
で
見
る
と
、
最
低
一
四
一
〇
億
円
か
ら
二
〇
〇
〇
億
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
政
治
的
に

考
慮
す
る
と
そ
の
総
額
は
伸
び
縮
み
も
で
き
る
と
示
唆
し
た
が
、
暫
定
合
計
は
一
五
〇
〇
億
円
に
一
段
落
し
た
。
彼
ら
の
言
葉
を
借
り
れ

ば
、
こ
の
数
値
化
は
「
大
雑
把
ナ
大
数
観
察
」
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
報
告
を
受
け
て
、
荒
川
昌
二
海
外
事
業
戦
後
対
策
中

央
協
議
会
長
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
海
外
事
業
に
関
す
る
態
度
に
つ
い
て
「
敗
ケ
タ
以
上
棄
テ
ロ
。
過
去
ヲ
云
フ
ナ
。
新
シ
ク
生
キ

ヨ
」
と
の
有
様
だ
と
述
べ
た
。
な
の
で
、
国
内
向
け
に
対
応
す
る
の
が
本
筋
で
あ
る
か
ら
「
ラ
ジ
オ
ヤ
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
等
デ
ア
マ
リ
深
刻

ニ
強
ク
ヤ
ル
コ
ト
」
は
抑
え
て
、
政
府
当
局
に
対
す
る
圧
力
行
使
を
目
的
に
、
建
白
書
を
提
出
し
関
係
要
路
に
説
明
を
繰
り
返
す
と
同
時

に
、
有
力
筋
と
の
懇
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
、
そ
し
て
議
会
を
活
用
す
る
よ
う
提
言
さ
れ
）
36
（

た
。
補
償
委
員
会
の
閉
会
直
後
に
開
か
れ
た
海

外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
理
事
会
（
一
九
四
六
年
七
月
五
日
）
で
は
、
政
府
へ
建
白
書
を
提
出
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
議
論
さ
れ
）
37
（
た
。

こ
の
よ
う
な
同
中
央
協
議
会
の
対
応
と
は
裏
腹
に
、
朝
鮮
事
業
者
会
の
陣
営
は
他
の
対
案
も
模
索
す
る
。

㈢　

建
白
書
と
陳
情
書
の
間
に
お
け
る
「
官
民
合
同
補
償
委
員
会
」

　

朝
鮮
事
業
者
会
の
理
事
会
（
一
九
四
六
年
七
月
八
日
）
の
席
上
で
は
、
政
府
当
局
に
限
ら
ず
積
極
的
な
働
き
掛
け
を
広
げ
る
よ
う
練
ら
れ

て
い
た
。
市
川
欣
次
郎
（
補
償
委
員
）
は
、
世
論
を
重
視
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
動
静
を
考
慮
し
て
補
償
問
題
を
国
内
化
せ
ず
、
む

し
ろ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
側
に
も
「
積
極
的
ニ
有
効
適
切
ナ
工
作
ヲ
ス
ル
要
ア
ル
ベ
シ
」
と
意
見
を
開
陳
し
た
。「
勿
論
逆
効
果
ヲ
生
ゼ

ザ
ル
様
細
心
ノ
留
意
ヲ
ナ
シ
ツ
ツ
適
時
適
切
ナ
ル
方
途
ヲ
講
ゼ
ネ
バ
ナ
ル
マ
）
38
（

イ
」
と
注
意
を
払
い
つ
つ
も
、
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協

議
会
の
対
応
方
針
と
は
ズ
レ
が
あ
っ
た
。
か
ね
て
強
調
し
た
朝
鮮
事
業
者
会
の
主
導
的
か
つ
積
極
的
な
対
応
振
り
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

同
中
央
協
議
会
の
建
白
書
が
政
府
に
提
出
さ
れ
る
前
に
、
そ
れ
と
同
様
の
趣
旨
を
先
取
り
し
て
朝
鮮
・
台
湾
・
樺
太
の
三
地
域
の
名
義
で

陳
情
書
を
手
渡
し
た
こ
と
も
、
そ
の
文
脈
で
理
解
で
き
る
。
事
実
、
朝
鮮
事
業
者
会
の
理
事
会
（
一
九
四
六
年
七
月
一
五
日
）
を
経
て
補
償

要
求
の
陳
情
書
は
完
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
場
で
白
石
宗
城
（
朝
鮮
事
業
者
会
理
事
長
・
元
朝
鮮
窒
素
肥
料
取
締
役
）
は
、
陳
情
書
を
朗
読
後
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に
次
の
よ
う
に
補
足
し
た
。「
一
．
本
陳
情
書
ハ
旧
領
土
ノ
特
殊
事
情
ヲ
考
慮
ニ
入
レ
台
湾
樺
太
朝
鮮
三
者
共
同
デ
原
案
ヲ
作
成
シ
タ
。

二
．
陳
情
書
ノ
骨
子
ハ
中
央
協
議
会
ノ
方
針
ニ
順
応
シ
ツ
ゝ
議
会
開
会
中
ニ
強
力
ニ
補
償
問
題
ヲ
具
体
化
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
ア
ル
。
三
．
本

案
ノ
提
出
先
ハ
政
府
デ
ア
ル
ガ
貴
衆
両
院
関
係
ノ
旧
領
土
ニ
関
係
深
キ
議
員
ニ
モ
協
力
仰
ギ
タ
イ
ト
考
ヘ
テ
ヰ
ル
。
適
任
ノ
方
ガ
ア
レ
バ

推
薦
願
ヒ
タ
イ
。
四
．
陳
情
書
ノ
代
表
者
ハ
朝
鮮
事
業
者
会
代
表
白
石
理
事
長
ト
イ
タ
シ
タ
）
39
（
イ
」。
こ
こ
で
強
調
さ
れ
た
「
旧
領
土
ノ
特

殊
事
情
」
と
は
、「
戦
前
連
合
国
自
体
モ
認
メ
テ
多
年
ニ
亘
リ
拮
据
経
営
原
住
民
ノ
撫
育
ニ
努
メ
タ
處
ノ
旧
領
土
タ
ル
朝
鮮
台
湾
樺
太
ノ

如
キ
ハ
文
字
通
リ
ニ
平
穏
且
ツ
公
然
ト
現
地
ノ
開
発
進
展
ニ
盡
シ
タ
実
績
ヲ
如
実
ニ
示
シ
テ
居
）
40
（
ル
」
と
の
意
味
合
い
を
持
つ
。
こ
の
行
間

に
は
朝
鮮
縁
故
者
独
自
の
植
民
地
認
識
が
圧
縮
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
認
識
を
共
有
す
る
朝
鮮
・
台
湾
・
樺
太
縁
故
者
が
、
海
外
事

業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
に
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
も
、
三
地
域
の
特
殊
性
を
謳
う
の
で
あ
る
。
陳
情
書
の
代
表
者
を
名
乗
り
そ
れ
を
主
導

す
る
の
が
朝
鮮
縁
故
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

他
方
、
建
白
書
は
、
一
九
四
六
年
七
月
一
八
日
の
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
理
事
会
及
び
補
償
委
員
会
で
審
議
さ
れ
て
い
た
。

補
償
委
員
の
島
正
孝
（
朝
鮮
事
業
者
会
理
事
）
は
、
建
白
書
の
草
稿
を
審
議
す
る
に
あ
た
り
次
の
よ
う
に
説
明
を
加
え
た
。「（
一
）
現
下

内
外
ノ
状
勢
カ
ラ
見
テ
相
当
強
ク
書
イ
テ
見
タ
。（
二
）
中
央
協
議
会
ト
シ
テ
法
人
ノ
ミ
ニ
止
メ
ズ
大
衆
支
持
ノ
関
係
モ
考
慮
シ
個
人
ノ

立
場
ニ
モ
言
及
シ
タ
。（
三
）
内
容
ハ
三
項
ニ
分
ケ
第
一
次
ニ
在
外
資
産
ハ
国
家
補
償
ヲ
受
ケ
ル
モ
ノ
ト
観
ル
根
拠
ヲ
挙
ゲ
第
二
項
ニ
海

外
事
業
者
ノ
現
状
ト
要
望
ニ
言
及
シ
第
三
項
デ
官
民
合
同
補
償
委
員
会
ノ
設
置
ヲ
提
唱
シ
）
41
（
タ
」。
建
白
書
の
草
稿
は
三
項
で
構
成
さ
れ
て

い
た
が
、
興
味
深
い
の
は
、
政
府
側
に
「
官
民
合
同
補
償
委
員
会
ノ
設
置
」
を
提
案
し
た
部
分
で
あ
る
。
海
外
事
業
者
側
か
ら
在
外
財
産

問
題
の
解
決
方
法
を
提
唱
し
て
、
官
民
協
調
の
枠
内
で
そ
の
議
論
を
抑
え
な
が
ら
補
償
措
置
に
運
ぶ
構
想
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
に
は
、
大

蔵
省
の
伊
藤
管
理
課
長
も
同
席
し
て
い
た
。
政
府
側
は
そ
れ
に
応
じ
る
意
向
を
漏
ら
し
た
。
そ
の
話
は
、
朝
鮮
事
業
者
会
の
理
事
会
（
一

九
四
六
年
七
月
二
二
日
）
に
お
い
て
「
補
償
ノ
形
式
デ
ハ
社
会
ガ
許
サ
ナ
イ
カ
ラ
オ
見
舞
ト
シ
テ
出
シ
タ
ラ
ド
ウ
カ
。
ダ
ガ
額
ハ
小
額
ダ
。

ソ
レ
ヲ
個
人
及
法
人
ニ
対
シ
分
配
ス
ル
ノ
デ
ア
ル
カ
ラ
混
雑
ガ
起
ル
カ
モ
知
レ
）
42
（
ヌ
」
と
明
か
さ
れ
た
。
政
府
当
局
は
、
軍
需
補
償
の
全
面
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打
切
り
の
見
込
み
に
あ
わ
せ
て
、
海
外
事
業
者
に
も
補
償
打
切
り
を
匂
わ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
朝
鮮
事
業
者
会
は
、「
引

揚
者
ニ
対
シ
テ
酷
ニ
過
ギ
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
ナ
ル
。
国
民
全
体
ガ
公
平
ニ
負
担
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
デ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
。
コ
ノ
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
ハ
ヨ
ク
ナ
）
43
（
イ
」
と
反
発
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
海
外
事
業
者
が
想
定
す
る
シ
ナ
リ
オ
に
、
政
府
の
補
償
措
置
が
見
舞
金
に
落
ち
着

く
可
能
性
が
ゼ
ロ
で
は
な
い
こ
と
が
含
ま
れ
始
め
た
。
そ
れ
は
続
く
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
幹
事
会
及
び
補
償
委
員
会
（
一

九
四
六
年
七
月
二
五
日
）
で
窺
え
る
。
そ
の
場
で
直
ち
に
三
地
域
の
陳
情
書
に
加
え
建
白
書
を
以
て
、
政
府
関
係
者
を
始
め
と
す
る
貴
衆
議

両
院
及
び
新
聞
社
の
各
方
面
に
歴
訪
し
陳
情
す
る
よ
う
決
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
）
44
（
る
。

　

朝
鮮
・
台
湾
・
樺
太
の
三
地
域
代
表
の
陳
情
書
は
、
一
九
四
六
年
七
月
二
五
日
に
首
相
官
邸
を
始
め
石
橋
蔵
相
及
び
寺
崎
外
務
次
官
に

手
交
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
陳
情
書
を
英
訳
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
側
に
も
提
出
す
る
手
配
が
取
り
進
め
ら
れ
）
45
（
た
。
翌
二
六
日
、

朝
鮮
事
業
者
会
の
白
石
理
事
長
と
信
原
専
務
理
事
は
、
会
期
中
の
国
会
で
木
村
小
左
衛
門
衆
議
院
副
議
長
及
び
協
同
民
主
党
議
員
の
船
田

亨
二
（
元
京
城
帝
国
大
学
）
と
懇
談
し
て
、
予
算
審
議
を
迎
え
る
院
内
関
係
者
に
も
陳
情
書
が
行
き
渡
る
よ
う
依
頼
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
船
田
亨
二
議
員
は
、
衆
議
院
内
に
政
党
政
派
を
超
越
し
た
同
胞
救
援
議
員
連
盟
が
結
成
さ
れ
る
旨
を
伝
え
）
46
（

た
。
他
方
、
政
府
当
局
の
石

橋
蔵
相
は
、
記
者
会
見
で
「
軍
需
補
償
そ
の
他
経
済
再
建
に
関
す
る
諸
問
題
は
経
済
安
定
本
部
を
中
心
と
し
て
八
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
解

決
し
た
）
47
（

い
」
と
発
言
し
て
、
在
外
財
産
の
補
償
問
題
に
も
触
れ
て
目
途
を
立
て
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
朝
鮮
事
業
者
会
は
、「
補
償
問

題
も
愈
大
詰
め
に
来
た
と
い
ふ
感
じ
が
深
）
48
（
い
」
と
心
境
を
語
っ
て
い
た
。
事
態
の
転
換
は
予
期
さ
れ
て
い
た
。

　

海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
理
事
会
及
び
補
償
委
員
会
（
一
九
四
六
年
八
月
一
日
）
に
お
け
る
報
告
通
り
、
陳
情
書
の
効
果
は

微
々
た
る
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
）
49
（

た
。
政
府
側
は
、
主
要
閣
僚
が
陳
情
書
を
受
け
取
る
こ
と
さ
え
避
け
て
、
事
実
上
、
在
外
財
産
問
題
の
処

理
方
針
の
転
換
を
伝
え
て
い
た
。
海
外
事
業
者
側
も
対
応
策
の
重
点
を
官
民
協
調
の
枠
組
み
に
一
層
移
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
方

向
に
沿
っ
て
「
官
民
合
同
補
償
委
員
会
設
立
ノ
具
体
案
ニ
関
ス
ル
件
」
を
取
り
上
げ
、
こ
の
委
員
会
は
、
外
務
省
・
大
蔵
省
・
厚
生
省
・

経
済
安
定
本
部
な
ど
所
属
閣
僚
が
偏
ら
ず
直
属
し
て
、
委
員
は
各
省
か
ら
関
係
官
を
選
出
す
る
と
同
時
に
、
民
間
の
事
業
者
側
も
同
中
央
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協
議
会
よ
り
適
任
者
を
選
出
し
て
委
員
会
を
構
成
す
る
よ
う
協
議
さ
れ
）
50
（
た
。
し
か
し
、
朝
鮮
事
業
者
会
で
は
反
論
も
根
強
か
っ
た
。
朝
鮮

事
業
者
会
の
理
事
会
（
同
月
五
日
）
の
席
上
、
人
見
次
郎
（
元
朝
鮮
鉱
業
振
興
社
長
）
は
、「
朝
鮮
総
督
府
関
係
及
日
本
政
府
当
局
デ
外
地
企

業
者
ノ
庇
護
ノ
手
ガ
餘
リ
ニ
モ
延
ビ
テ
居
ラ
ヌ
」、「
関
係
要
路
筋
ヘ
正
当
ナ
ル
要
求
ヤ
意
見
ヲ
堂
々
ト
開
陳
ス
ル
機
関
ガ
予
想
ニ
反
シ
餘

リ
ニ
モ
無
力
ノ
感
ガ
ア
）
51
（
ル
」
と
、
事
態
を
厳
し
く
非
難
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
同
調
す
る
声
が
相
次
い
）
52
（
だ
。
こ
の
よ
う
な
意
向
を
八
月
六

日
に
開
催
予
定
の
新
聞
記
者
懇
談
会
に
反
映
さ
せ
て
、
認
識
の
転
換
を
図
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
新
聞
関
係
ト
ノ

懇
談
会
、
又
ハ
政
党
方
面
ヘ
ノ
働
キ
カ
ケ
等
ハ
独
リ
中
央
協
議
会
ノ
善
処
ニ
既
得
ス
ル
ノ
ミ
ニ
止
メ
ズ
、
朝
鮮
事
業
者
会
自
体
デ
モ
チ
ヤ

ン
ス
ヲ
捉
ヘ
テ
独
自
ノ
活
動
ヲ
展
開
ス
ベ
）
53
（

キ
」
こ
と
も
提
案
さ
れ
た
。
朝
鮮
事
業
者
会
の
主
導
的
か
つ
同
時
並
行
的
な
対
応
振
り
は
従
来

通
り
で
あ
っ
た
。

　

新
聞
報
道
関
係
者
と
海
外
事
業
者
間
の
懇
談
会
（
一
九
四
六
年
八
月
六
日
）
は
、
予
定
通
り
に
開
催
さ
れ
た
。
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央

協
議
会
の
荒
川
昌
二
会
長
か
ら
口
を
切
っ
た
。
同
中
央
協
議
会
は
、
政
府
の
要
請
に
よ
り
海
外
事
業
の
戦
後
対
策
を
一
元
化
さ
せ
る
た
め
、

九
地
域
別
部
会
及
び
四
業
態
別
部
会
の
体
制
で
平
和
的
な
海
外
事
業
の
実
績
を
集
大
成
す
る
作
業
と
当
面
課
題
の
補
償
要
請
を
展
開
し
て

い
る
旨
、
理
解
を
求
め
て
い
た
。
北
支
部
会
の
鼈
宮
谷
清
松
は
、
陳
情
書
の
要
点
を
説
明
す
る
際
に
「
海
外
事
業
ハ
ソ
ノ
本
質
ニ
於
テ
公

然
且
ツ
平
穏
友
好
裡
ニ
現
地
ノ
開
発
ニ
貢
献
シ
来
ツ
タ
ノ
デ
一
時
終
戦
前
ニ
於
テ
否
応
ナ
シ
ニ
軍
需
ニ
駆
リ
立
テ
ラ
レ
タ
コ
ト
ガ
ア
ツ
タ

カ
モ
知
レ
ヌ
ガ
内
地
ノ
純
軍
需
企
業
ト
ハ
著
シ
ク
趣
ヲ
異
ニ
ス
ル
。
現
地
民
ノ
民
度
文
化
ノ
向
上
ニ
資
シ
タ
ル
実
績
ハ
今
日
尚
如
実
ニ
事

実
ガ
立
証
シ
テ
居
ル
」
と
主
張
し
）
54
（

た
。
我
ら
の
海
外
事
業
は
内
地
の
軍
需
産
業
に
比
し
て
性
質
自
体
が
異
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
海
外
事

業
は
現
地
の
経
済
発
展
及
び
文
化
向
上
に
貢
献
し
た
実
績
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
平
和
友
好
裡
に
行
わ
れ
た
公
然
た
る
史
実
で
あ

る
。
そ
れ
が
一
時
期
の
軍
国
主
義
に
利
用
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
在
外
財
産
を
軍
需
産
業
の
補
償
打
切
り
と
同
列
に
置
く

こ
と
は
不
公
平
だ
。
在
外
財
産
は
補
償
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
言
う
の
が
新
聞
記
者
側
に
訴
え
た
海
外
事
業
者
の
論
理
で
あ
る
。
海
外

事
業
者
は
、
在
外
財
産
の
補
償
打
切
論
と
軍
需
産
業
の
補
償
打
切
論
を
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
に
躊
躇
い
つ
つ
も
、
在
外
財
産
に
被
害
者
意
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識
を
繫
げ
る
こ
と
に
は
ご
く
自
然
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
彼
ら
の
植
民
地
認
識
が
連
動
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
海
外
事
業
者
は
、
没
収
さ
れ
た
在
外
財
産
が
苛
酷
な
賠
償
措
置
か
ら
救
っ
た
と
す
る
理
屈
づ
く
り
を
踏
ま
え
て
、
賠
償
軽
減
に

貢
献
し
た
我
ら
に
補
償
す
べ
き
こ
と
を
訴
え
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
国
家
財
政
の
破
綻
を
来
す
程
度
の
補
償
を
要
求
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
海
外
事
業
者
は
一
歩
譲
歩
す
る
形
を
取
り
つ
つ
も
、
実
質
的
な
問
題
解
決
に
向
け
た
方
法
論
と
し
て
「
官
民
合
同
補
償
委
員

会
」
の
設
置
を
提
唱
し
た
。
官
民
協
調
の
枠
内
で
補
償
措
置
の
果
実
を
最
大
限
に
実
ら
せ
る
目
的
で
あ
り
、
そ
の
準
備
は
整
っ
て
い
る
と

訴
え
た
。
ま
た
、
問
題
解
決
に
向
け
た
官
民
協
調
の
枠
組
づ
く
り
に
ウ
エ
ー
ト
を
確
実
に
置
く
も
の
で
も
あ
っ
）
55
（
た
。
一
方
、
新
聞
記
者
側

か
ら
は
肝
心
要
の
質
問
が
あ
っ
た
。
で
は
、
在
外
財
産
を
如
何
に
見
積
も
る
の
か
。
こ
れ
に
対
し
、
島
正
孝
（
朝
鮮
事
業
者
会
理
事
）
が

答
え
た
。
彼
は
、
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
で
算
出
さ
れ
て
い
た
「
総
額
一
四
一
〇
億
乃
至
二
〇
〇
〇
億
ニ
達
ス
）
56
（
ル
」
旨
を
詳
細

に
説
明
し
た
。
そ
の
う
え
、
政
府
閣
僚
か
ら
在
外
財
産
の
算
出
は
困
難
で
あ
り
補
償
は
無
理
、
し
か
も
資
料
も
な
い
と
言
っ
た
無
責
任
な

国
会
答
弁
が
新
聞
記
）
57
（
事
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
批
判
し
た
。
海
外
事
業
者
に
は
解
決
策
が
あ
る
と
断
言
し
た
。

断
ジ
テ
調
査
不
能
デ
ハ
ナ
イ
。
的
確
ニ
近
イ
資
料
モ
引
揚
ノ
促
進
ト
共
ニ
逐
次
集
メ
ラ
レ
ツ
ツ
ア
ル
シ
、
既
ニ
相
当
集
マ
ツ
テ
居
リ
確
信
ヲ
以
テ
立
派

ニ
取
纏
メ
得
ル
。
中
央
協
議
会
ニ
於
テ
必
要
ト
ア
ラ
バ
提
示
シ
得
ル
成
算
ガ
ア
ル
。

コ
ノ
資
料
ヲ
以
テ
合
理
的
ナ
善
後
処
置
即
チ
如
何
ニ
シ
テ
如
何
ナ
ル
程
度
ニ
補
償
ス
ベ
キ
ヤ
ノ
示
唆
ヲ
ス
ル
コ
ト
ハ
期
待
セ
ラ
レ
テ
ヨ
イ
。
官
民
合
同

補
償
委
員
会
デ
モ
出
来
レ
バ
大
イ
テ
勉
強
ス
ル
積
リ
デ
ア
ル
。

再
起
出
来
ヌ
様
ナ
極
端
ナ
苛
酷
ナ
処
遇
ヲ
サ
レ
テ
ハ
将
来
ガ
思
ヒ
ヤ
ラ
レ
ル
。
ソ
ノ
時
ニ
ナ
レ
バ
矢
張
リ
海
外
事
業
ノ
経
験
者
ガ
何
ト
云
ツ
テ
モ
物
ヲ

云
フ
筈
ダ
。
之
ヲ
生
カ
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
。

敗
戦
ノ
負
担
ヲ
平
等
公
平
ニ
日
本
国
民
全
体
ガ
負
担
ス
ル
ト
イ
フ
根
本
理
念
ノ
上
カ
ラ
当
然
ス
ギ
ル
程
当
然
ナ
国
策
デ
ア
）
58
（
ル
。
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海
外
事
業
者
の
発
言
は
次
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
。
こ
の
時
期
を
逸
す
る
こ
と
は
困
る
。
海
外
事
業
者
に
は
補
償
措
置
案
を
具
体
化
さ

せ
る
成
算
が
あ
る
し
、
裏
付
け
る
資
料
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
海
外
事
業
者
の
経
験
を
重
ん
じ
る
こ
と
な
く
後
で
後
悔
す
る
愚
か
な
こ
と

は
止
せ
。
日
本
国
民
の
全
体
が
戦
争
責
任
の
負
担
を
均
等
に
分
け
合
う
の
は
当
然
で
は
な
い
か
。
と
再
度
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ

く
ま
で
「
官
民
合
同
補
償
委
員
会
」
と
い
う
官
民
協
調
の
枠
組
づ
く
り
に
沿
う
発
言
で
あ
っ
た
。

　

政
府
当
局
は
そ
の
発
言
に
答
え
て
い
た
。
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
幹
事
会
及
び
補
償
委
員
会
（
一
九
四
六
年
八
月
八
日
）
で

は
、「
大
蔵
省
特
殊
財
務
部
ニ
於
テ
外
務
省
管
理
局
経
済
部
ト
協
力
シ
官
民
一
体
ト
ナ
リ
在
外
財
産
調
査
ニ
関
ス
ル
委
員
会
ヲ
設
置
シ
迅

速
且
ツ
的
確
ニ
調
査
ヲ
遂
ゲ
ル
」
旨
が
報
告
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
「
相
当
ノ
職
員
ヲ
包
容
ス
ル
構
成
ヲ
以
テ
予
算
モ
計
上
方
考
究
中
」

と
の
話
ま
で
流
れ
込
ん
で
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
同
中
央
協
議
会
は
、
積
極
的
に
協
力
す
る
姿
勢
で
歓
迎
し
た
。
海
外
事
業
者
は
、「
外

地
引
揚
者
ニ
対
ス
ル
補
償
金
ハ
何
レ
ニ
シ
テ
モ
充
分
ナ
コ
ト
ガ
出
来
ヌ
」
と
、
全
額
補
償
の
断
念
を
吐
露
す
る
反
面
、
そ
の
代
替
プ
ラ
ン

と
し
て
「
官
民
合
同
補
償
委
員
会
」
に
期
待
を
寄
せ
て
い
）
59
（
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
在
外
財
産
調
査
会
が
設
置
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三　

在
外
財
産
調
査
会
と
『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』

㈠　

在
外
財
産
調
査
会
の
設
置

　

一
九
四
六
年
八
月
一
五
日
と
い
う
戦
後
一
周
年
を
迎
え
る
時
、
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
理
事
会
及
び
補
償
委
員
会
で
は
、

大
蔵
省
の
伊
藤
管
理
課
長
が
参
加
し
て
、
在
外
財
産
調
査
会
の
設
置
に
関
す
る
説
明
が
あ
っ
た
。
政
府
側
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
対

独
講
和
条
約
と
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
対
伊
講
和
条
約
案
に
お
け
る
在
外
財
産
の
補
償
義
務
の
明
文
化
を
例
に
挙
げ
て
、「
極
東
ニ
之
ガ

如
何
ニ
反
映
ス
ル
カ
現
在
デ
ハ
明
確
ニ
ハ
言
ヘ
ヌ
」
と
前
置
き
し
、
補
償
義
務
を
留
保
す
る
立
場
を
伝
え
た
。
こ
こ
で
留
保
す
る
と
は
、
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海
外
事
業
者
側
か
ら
提
起
さ
れ
続
け
た
没
収
財
産
に
よ
る
賠
償
負
担
の
軽
減
と
い
う
補
償
要
求
論
を
退
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
伊
藤
管
理

課
長
は
「
補
償
ヲ
賠
償
ニ
結
ビ
ツ
ケ
テ
考
ヘ
ル
ノ
ハ
量
見
ガ
狭
イ
。
兎
ニ
角
財
政
上
多
ク
ヲ
望
メ
ヌ
コ
ト
ハ
明
カ
」
で
あ
る
と
表
明
し
た
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
海
外
事
業
者
を
放
置
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
同
情
を
以
て
「
外
務
大
蔵
厚
生
内
務
各
省
協
力
一
致
救
済
策
ノ

万
全
ヲ
期
シ
タ
イ
」
の
で
、
在
外
財
産
調
査
会
を
設
置
す
る
と
政
府
側
は
言
う
。
そ
れ
に
続
け
て
「
在
外
財
産
調
査
ハ
政
府
ノ
責
任
ニ
於

テ
調
査
ノ
要
ヲ
認
メ
ラ
レ
追
加
予
算
ニ
相
当
額
ヲ
計
上
）
60
（

シ
、
大
規
模
ニ
然
モ
速
急
ニ
処
理
シ
タ
イ
。
何
レ
賠
償
会
議
開
催
ト
ナ
レ
バ
当
然

在
外
財
産
ニ
付
テ
モ
、
資
料
ト
シ
テ
有
権
的
ナ
モ
ノ
ヲ
作
成
シ
テ
置
ク
ノ
要
ガ
ア
ル
」、
と
政
府
側
の
意
気
込
み
を
伝
え
）
61
（
た
。

　

事
実
、
一
九
四
六
年
七
月
、
連
合
国
と
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
除
く
旧
枢
軸
国
間
で
の
パ
リ
講
和
会
議
が
進
展
す
る
こ
と
か
）
62
（

ら
、

日
本
政
府
は
、
対
日
講
和
条
約
を
睨
み
賠
償
軽
減
の
交
渉
材
料
を
準
備
す
る
こ
と
に
追
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
在
外
財
産
調
査
会
の

設
置
が
具
体
化
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
政
府
側
の
在
外
財
産
調
査
会
の
設
置
案
に
は
、
総
務
部
会
と
地
域
部
会
に
分
割
さ
れ
、
総
務
部
会

は
方
針
を
決
定
す
る
任
務
を
担
い
、
地
域
部
会
は
各
地
域
の
資
料
調
整
に
当
た
る
役
割
分
担
ま
で
用
意
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
に
「
常

任
常
勤
ノ
専
任
）
63
（

者
ヲ
得
テ
九
月
業
務
開
始
ノ
予
定
デ
ア
ル
。
要
員
モ
二
五
〇
名
位
ニ
ナ
ル
筈
デ
ア
ル
カ
ラ
中
央
協
議
会
ノ
協
力
ノ
下
ニ
迅

速
ニ
ヤ
リ
タ
イ
。
人
モ
出
シ
テ
貰
ヒ
タ
イ
」
と
ま
で
、
海
外
事
業
者
に
呼
び
掛
け
た
の
で
あ
）
64
（
る
。
こ
の
よ
う
に
政
府
当
局
は
、
在
外
財
産

の
補
償
問
題
に
関
す
る
解
決
策
を
先
取
り
し
て
官
民
協
調
の
枠
組
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
。
ま
た
、
海
外
事
業
者
に
対
す
る
財
産
補
償
の

打
切
り
を
迂
回
的
に
表
明
し
て
、
そ
の
代
わ
り
の
救
済
措
置
を
考
究
す
る
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
。
海
外
事
業
者
の
補
償
要
求
論
を
放
棄

さ
せ
、
対
日
講
和
会
議
に
お
け
る
賠
償
軽
減
の
材
料
を
準
備
さ
せ
る
の
が
実
利
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
在
外
財
産
調
査
会
の
設
置
を
試
み
た

政
府
当
局
の
思
惑
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
理
事
会
及
び
補
償
委
員
会
（
一
九
四
六
年
八
月
二
九
日
）
に

お
い
て
も
、
大
蔵
省
か
ら
長
沼
弘
毅
特
殊
財
務
部
長
と
伊
藤
管
理
課
長
が
出
席
し
た
。
長
沼
弘
毅
部
長
は
、
在
外
財
産
調
査
会
の
趣
旨
を

再
度
説
明
し
た
。
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兎
ニ
角
在
外
財
産
ノ
概
貌
ヲ
纏
メ
テ
置
ク
コ
ト
ハ
賠
償
会
議
ノ
基
礎
資
料
ト
シ
テ
絶
対
必
要
ナ
リ
ト
ノ
結
論
ニ
関
係
閣
僚
間
ニ
意
見
ノ
一
致
ヲ
見
、
外

務
大
臣
ヲ
会
長
ニ
大
蔵
次
官
ヲ
副
会
長
ニ
シ
テ
陣
容
ヲ
整
ヘ
、
概
ネ
来
年
二
月
乃
至
三
月
ヲ
目
途
ト
シ
テ
纏
メ
ル
為
メ
来
月
早
々
カ
ラ
コ
ノ
在
外
財
産

調
査
会
ノ
発
足
ヲ
考
慮
シ
テ
居
ル
。
場
合
ニ
依
テ
ハ
ソ
レ
ヨ
リ
モ
早
ク
片
付
ケ
タ
イ
ト
急
イ
デ
居
ル
ノ
デ
中
央
協
議
会
ト
シ
テ
モ
労
力
的
奉
仕
協
力
ヲ

煩
ハ
シ
タ
）
65
（

イ
。

　

政
府
側
は
、
対
日
講
和
会
議
に
お
け
る
賠
償
問
題
に
備
え
て
、
在
外
財
産
の
調
査
整
理
を
極
め
て
重
要
視
し
て
い
た
。
そ
の
作
業
に
は
、

旧
帝
国
領
土
の
関
係
者
の
知
識
と
情
報
が
切
実
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
に
そ
の
協
力
が
要
請
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
海
外
事
業
者
は
、
在
外
財
産
の
補
償
問
題
を
官
民
協
調
の
枠
内
で
解
決
す
る
よ
う
提
唱
し
て
い
た
。
そ
の
案
に

政
府
当
局
が
応
じ
る
こ
と
は
歓
迎
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
府
側
は
、
事
実
上
の
財
産
補
償
の
打
切
り
を
迂
回
的
に

表
明
し
つ
つ
、
講
和
会
議
に
備
え
る
こ
と
が
在
外
財
産
調
査
会
の
主
な
目
的
だ
と
明
確
に
し
て
い
た
。
財
産
補
償
の
打
切
り
が
現
実
味
を

帯
び
て
い
く
中
、
海
外
事
業
者
側
は
、
立
場
を
は
っ
き
り
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
朝
鮮
事
業
者
会
は
、
情
勢
の
変
化
に
合
わ
せ
て
役

員
人
事
を
刷
新
し
た
。
山
口
重
政
（
元
朝
鮮
殖
産
銀
行
副
頭
取
）
の
専
務
理
事
の
就
任
後
に
事
務
局
の
陣
容
が
整
備
さ
れ
た
。
調
査
部
に
藤

本
修
三
（
元
朝
鮮
殖
産
銀
行
理
事
）、
連
絡
部
に
辻
桂
五
（
元
京
城
府
尹
）、
総
務
部
に
今
泉
茂
松
（
元
西
鮮
中
央
鉄
道
社
長
）
を
配
置
し
）
66
（
た
。

特
に
、
朝
鮮
事
業
者
会
の
理
事
長
の
ポ
ス
ト
に
並
ぶ
専
務
理
事
の
席
と
、
同
事
業
者
会
内
で
最
も
重
点
が
置
か
れ
た
調
査
部
に
、
朝
鮮
殖

産
銀
行
の
役
員
出
身
の
朝
鮮
縁
故
者
が
就
い
た
こ
と
は
、
在
外
財
産
調
査
会
の
活
動
目
的
に
合
致
さ
せ
る
対
応
で
も
あ
っ
た
。
在
外
財
産

調
査
会
に
参
加
す
る
朝
鮮
縁
故
者
は
、
穂
積
真
六
郎
（
元
殖
産
局
長
）、
水
田
直
昌
（
元
財
務
局
長
）
が
総
務
部
会
の
委
員
に
所
属
し
、
地

域
部
会
の
朝
鮮
部
会
の
委
員
に
は
、
朝
鮮
事
業
者
会
か
ら
白
石
宗
城
理
事
長
、
山
口
重
政
専
務
理
事
が
内
定
し
、
水
田
直
昌
が
朝
鮮
部
会

長
の
職
務
を
兼
ね
た
。
そ
し
て
朝
鮮
事
業
者
会
の
藤
本
修
三
（
元
朝
鮮
殖
産
銀
行
理
事
）
嘱
託
が
、
総
務
部
会
と
朝
鮮
部
会
の
幹
事
を
兼
任

し
）
67
（
た
。
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在
外
財
産
調
査
会
は
、
一
九
四
六
年
九
月
一
六
日
「
在
外
財
産
調
査
会
規
定
」
に
基
づ
い
て
、
外
務
・
大
蔵
両
省
の
共
管
機
関
と
し
て

設
置
さ
れ
）
68
（

た
。
在
外
財
産
調
査
会
の
組
織
構
成
は
、
初
期
の
構
想
通
り
に
総
務
部
会
と
地
域
部
会
に
分
割
さ
れ
た
。
総
務
部
会
は
、
調
査

方
針
の
確
立
、
地
域
別
の
通
貨
評
価
の
調
整
、
送
金
・
預
金
問
題
の
取
決
め
を
担
当
し
た
。
地
域
部
会
は
、
朝
鮮
、
台
湾
、
樺
太
、
南
洋

群
島
、
満
州
、
北
支
、
中
南
支
、
南
方
第
一
（
旧
陸
軍
占
領
地
域
）、
南
方
第
二
（
旧
海
軍
占
領
地
域
）、
欧
米
の
一
〇
部
会
に
細
分
化
さ
れ

各
地
域
の
調
査
を
担
当
し
た
。
在
外
財
産
調
査
会
の
当
面
の
課
題
は
、
大
蔵
省
令
第
九
五
号
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
在
外
財
産
報
告
書
（
一

九
四
六
年
七
月
末
現
在
）
の
約
二
八
万
件
を
整
理
し
て
、
そ
の
他
に
外
務
省
の
資
料
、
未
報
告
分
の
処
理
及
び
民
間
側
の
資
料
を
収
集
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
政
府
側
は
、
講
和
会
議
に
備
え
た
調
査
で
あ
る
と
の
前
提
を
再
強
調
し
な
が
ら
、「
本
来
政
府
自
体
ノ
事
務
デ
ア
ル
ケ

レ
ド
モ
其
ノ
方
面
ノ
実
体
ニ
精
通
シ
タ
人
ガ
少
ナ
イ
カ
ラ
御
協
力
ヲ
願
フ
」
と
要
請
し
た
。
そ
の
う
え
「
此
ノ
調
査
会
ノ
調
査
ハ
在
外
財

産
補
償
ノ
資
料
ト
シ
テ
調
査
ス
ル
モ
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ラ
承
知
シ
テ
貰
ヒ
タ
イ
」
と
民
間
側
に
再
確
認
さ
せ
）
69
（

た
。
朝
鮮
事
業
者
会
は
、
会
報

を
用
い
て
会
員
宛
に
「
外
国
に
本
店
を
有
す
る
会
社
等
の
本
邦
に
在
る
支
店
出
張
所
又
は
其
の
他
の
営
業
所
等
の
報
告
に
つ
い
て
（
大
蔵

省
発
表
一
九
四
六
年
九
月
二
一
日
：
大
蔵
省
告
示
第
六
九
二
号
）」
を
周
知
さ
せ
た
。
漏
れ
な
く
報
告
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
た
上
、
も
し
報
告
を

怠
っ
た
場
合
に
は
処
罰
（
一
九
四
五
年
勅
令
第
五
七
八
号
）
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
さ
せ
）
70
（
た
。
こ
の
よ
う
に
在
外
財
産
調
査
会
の
活
動

は
実
施
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

㈡　

在
外
財
産
調
査
会
の
活
動
と
Ｃ
Ｐ
Ｃ
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
民
間
財
産
管
理
局
）

　

海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
幹
事
会
及
び
補
償
委
員
会
（
一
九
四
六
年
一
〇
月
三
日
）
で
、
在
外
財
産
調
査
会
の
部
会
長
会
議
の

状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
ず
、
在
外
財
産
報
告
書
の
提
出
を
督
促
す
る
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。
大
蔵
省
令
第
九
五
号
に
よ
る
報
告
書
の
提

出
が
「
案
外
少
イ
」
こ
と
か
ら
、
講
和
会
議
に
備
え
た
資
料
収
集
及
び
調
査
研
究
の
目
的
を
明
確
化
さ
せ
、
政
府
側
が
別
途
に
引
揚
者
の

更
生
対
策
案
を
構
想
し
て
い
る
旨
を
発
表
し
て
、
そ
の
報
告
書
の
提
出
を
慫
慂
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
に
、
在
外
財
産
の
調
査
方
針
が
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示
さ
れ
た
。
一
般
調
査
（
全
面
調
査
）
と
並
行
し
て
「
在
外
財
産
ノ
総
額
ヲ
大
摑
ミ
ニ
早
急
ニ
算
定
ス
ル
必
要
ガ
ア
ル
」
と
提
起
さ
れ
た
。

重
要
商
社
の
一
〇
〇
程
度
を
選
定
し
て
緊
急
調
査
を
行
い
、
そ
の
な
か
で
更
に
一
〇
社
を
選
び
一
〇
月
ま
で
に
調
査
を
整
理
す
る
。
一
九

四
六
年
末
ま
で
に
は
そ
の
残
り
九
〇
社
の
調
査
を
終
え
る
。
そ
し
て
一
般
調
査
（
全
面
調
査
）
は
一
九
四
七
年
三
月
末
完
了
を
目
途
に
す

る
。
同
中
央
協
議
会
と
し
て
は
各
地
域
に
代
表
的
な
一
〇
社
を
選
定
し
て
、
在
外
財
産
調
査
会
に
至
急
提
出
し
た
い
旨
が
述
べ
ら
れ
）
71
（
た
。

朝
鮮
事
業
者
会
の
理
事
会
（
一
九
四
六
年
一
〇
月
七
日
）
で
は
、
こ
の
よ
う
な
調
査
方
針
に
つ
い
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
側
の
意
向
を
汲
み

取
っ
た
経
緯
が
説
明
さ
れ
た
。

在
外
財
産
報
告
書
ヲ
集
計
シ
タ
ト
コ
ロ
Ｇ
Ｈ
Ｑ
デ
ハ
其
ノ
妥
当
性
ニ
ツ
イ
テ
自
信
ガ
ナ
イ
ノ
デ
妥
当
性
ヲ
裏
書
ス
ル
モ
ノ
ヲ
望
ン
デ
ヰ
ル
ガ
之
ヲ
克
明

ニ
検
討
ス
ル
コ
ト
ハ
多
大
ノ
時
日
ヲ
要
シ
テ
不
可
能
デ
ア
ル
カ
ラ
其
ノ
中
ノ
重
ナ
モ
ノ
ヲ
百
社
モ
ト
ツ
テ
見
タ
ラ
総
体
ノ
財
産
ノ
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

位
ノ
モ
ノ
ガ
明
カ
ニ
ナ
ル
ダ
ラ
ウ
シ
二
百
社
モ
ト
レ
バ
九
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
位
ガ
明
瞭
ニ
ナ
ル
ダ
ラ
ウ
ト
イ
フ
見
当
カ
ラ
百
社
ノ
リ
ス
ト
ノ
中
ニ
ア
ル

モ
ノ
カ
ラ
王
子
製
紙
、
日
本
鉱
業
、
日
本
製
鉄
、
東
洋
紡
、
三
菱
鉱
業
、
三
井
鉱
業
、
大
倉
鉱
業
、
東
洋
綿
花
ヲ
選
ビ
百
社
ノ
リ
ス
ト
外
カ
ラ
鍾
渕
産

業
、
日
鉄
鉱
業
、
大
日
本
塩
業
、
日
清
汽
船
等
ヲ
選
定
シ
テ
コ
レ
ヲ
検
討
シ
テ
報
告
ノ
正
確
サ
ヲ
確
メ
ル
コ
ト
ニ
ナ
ツ
）
72
（

タ
。

　

そ
こ
で
在
外
財
産
調
査
会
で
も
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
各
地
域
の
一
〇
〇
社
を
調
査
し
て
、
そ
の
な
か
で
更
に
一

〇
社
を
選
定
し
て
至
急
調
査
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
朝
鮮
事
業
者
会
で
は
業
態
別
部
会
か
ら
以
下
の
よ
う
な
会
社
を
選

ん
だ
。
石
炭
部
会
か
ら
朝
鮮
無
煙
炭
、
三
陟
開
発
。
鉱
業
部
会
か
ら
日
本
鉱
業
、
小
林
鉱
業
、
朝
鮮
鉱
業
振
興
、
茂
山
鉄
鉱
開
発
。
製
鉄

部
会
か
ら
日
本
製
鉄
、
日
本
高
周
波
、
三
菱
製
鋼
。
化
学
部
会
か
ら
日
本
窒
素
肥
料
、
朝
鮮
石
油
、
軽
金
属
。
窯
業
部
会
か
ら
朝
鮮
電
工
、

朝
日
軽
金
属
、
朝
鮮
住
友
金
属
。
林
業
・
農
業
部
会
か
ら
東
洋
拓
殖
。
電
気
・
交
通
部
会
か
ら
朝
鮮
電
業
、
京
城
電
気
。
繊
維
部
会
か
ら

鍾
渕
工
業
。
金
融
部
会
か
ら
朝
鮮
銀
行
、
朝
鮮
殖
産
銀
行
。
以
上
の
二
〇
社
を
選
定
し
て
、
朝
鮮
関
係
残
務
整
理
事
務
所
長
の
塩
田
正
洪
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（
元
鉱
工
局
長
）、
穂
積
真
六
郎
と
水
田
直
昌
の
両
総
務
部
会
委
員
の
相
談
を
経
て
在
外
財
産
調
査
会
に
提
出
さ
れ
）
73
（
た
。

　

興
味
深
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
が
絡
ん
で
い
た
事
実
で
あ
る
。
勿
論
、
占
領
統
治
下
に
あ
っ
た
日
本
政
府

が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
意
向
に
影
響
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
側
が
在
外
財
産
の
調
査
要
領
を
先
に
示
し
た

側
面
は
注
目
に
値
す
る
。
な
お
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
側
も
在
外
財
産
の
綿
密
な
調
査
は
困
難
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
、
日
本

政
府
と
海
外
事
業
者
の
現
状
認
識
と
同
様
で
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
一
〇
月
六
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
「
金
、
銀
、
白
金
及
在
外
財

産
に
関
す
る
関
係
書
類
の
分
離
保
管
並
に
報
告
に
関
す
る
件
」
の
指
令
を
出
し
た
が
、
日
本
政
府
も
在
外
財
産
問
題
を
処
理
す
る
必
要
性

を
実
感
し
て
い
た
。
こ
の
指
令
に
基
づ
き
大
蔵
省
令
第
九
五
号
を
以
て
「
在
外
財
産
等
報
告
に
関
す
る
件
」（
一
九
四
五
年
一
一
月
八
日
）

が
実
施
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
報
告
書
の
整
理
は
日
本
銀
行
に
委
任
さ
れ
た
。
以
後
、
対
日
講
和
会
議
を
睨
み
在
外
財
産
調
査
会
が
設
置
さ

れ
た
の
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
ち
ょ
う
ど
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
側
も
そ
の
調
査
に
乗
り
出
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ

Ａ
Ｐ
で
の
担
当
部
署
は
Ｃ
Ｐ
Ｃ
（
民
間
財
産
管
理
局
）
で
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｃ
は
、
在
外
財
産
調
査
会
を
率
い
る
大
蔵
省
・
外
務
省
・
日
本

銀
行
の
関
係
者
を
交
え
て
、
委
員
会
を
設
置
し
て
会
合
を
定
期
的
に
開
い
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｃ
が
主
催
す
る
こ
の
委
員
会
と
在
外
財
産
調
査
会
の

関
係
は
、
非
公
式
か
つ
間
接
的
で
あ
っ
た
が
、
実
質
的
に
は
在
外
財
産
調
査
会
が
Ｃ
Ｐ
Ｃ
の
委
員
会
の
「
下
請
の
様
な
恰
好
」
に
な
っ
て

い
）
74
（
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｃ
か
ら
在
外
財
産
の
推
定
総
額
を
至
急
調
査
す
る
よ
う
指
令
が
出
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
に
応
じ
た
調
査
結
果
は
、
第
一
回
調

査
報
告
と
し
て
一
九
四
六
年
一
〇
月
二
八
日
に
提
出
さ
れ
た
。
既
述
し
た
在
外
財
産
調
査
会
の
部
会
長
会
議
で
議
論
さ
れ
た
調
査
方
針
の

日
程
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
日
本
銀
行
内
に
お
い
て
Ｃ
Ｐ
Ｃ
を
囲
み
大
蔵
省
、
外
務
省
、
日
本
銀
行
の
関
係
官

が
出
席
し
て
第
一
回
の
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
が
所
謂
Ｃ
Ｐ
Ｃ
の
委
員
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
は
月
あ
た
り
二
回
ず
つ
会
議
が
開

か
れ
二
〇
回
ま
で
続
行
さ
れ
）
75
（
た
。

　

一
方
、
在
外
財
産
調
査
会
は
、
以
下
の
よ
う
な
資
料
を
基
盤
と
し
て
調
査
を
実
施
し
た
。（
一
）
大
蔵
省
令
第
九
五
号
に
よ
る
報
告
書
、

（
二
）
各
部
会
に
お
い
て
其
々
担
当
地
区
の
商
社
か
ら
収
集
し
た
資
料
、（
三
）
外
務
省
が
保
有
す
る
資
料
、（
四
）
現
地
よ
り
持
ち
帰
っ
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た
調
査
書
類
、（
五
）
在
外
財
産
調
査
会
が
直
接
収
集
し
た
記
録
な
ど
の
五
項
目
で
あ
っ
）
76
（
た
。
在
外
財
産
調
査
会
の
朝
鮮
部
会
の
場
合
は
、

各
会
社
の
年
鑑
、
朝
鮮
殖
産
銀
行
の
『
朝
鮮
金
融
事
情
概
觀
』、『
殖
銀
調
査
月
報
』
な
ど
を
参
照
に
把
握
さ
れ
）
77
（

た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、

朝
鮮
殖
産
銀
行
出
身
の
山
口
重
政
と
藤
本
修
三
が
朝
鮮
事
業
者
会
の
主
要
ポ
ス
ト
に
就
き
、
両
者
は
在
外
財
産
調
査
会
に
も
所
属
し
て
、

そ
の
調
査
研
究
に
朝
鮮
縁
故
者
と
し
て
知
識
と
情
報
を
注
い
だ
こ
と
に
関
連
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
在
外
財
産
調
査
会
の
調
査
方
法
は
、

（
一
）
各
地
域
に
お
け
る
重
要
商
社
の
企
業
資
産
を
算
出
し
た
基
準
か
ら
企
業
全
体
の
資
産
を
推
定
、（
二
）
国
有
財
産
（
在
外
分
）
を
加

算
す
る
方
式
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
個
人
資
産
及
び
陸
海
軍
財
産
は
除
外
さ
れ
て
い
）
78
（
る
。
あ
く
ま
で
在
外
財
産
調
査
会
の
調
査
は
、

「
有
形
的
財
産
の
統
）
79
（

計
」
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

外
務
省
管
理
局
経
済
課
の
記
録
（
一
九
四
九
年
三
月
一
〇
日
）
に
よ
れ
ば
、
在
外
財
産
調
査
会
は
二
年
半
に
亘
っ
て
調
査
が
進
め
ら
れ
、

「
今
回
調
査
も
略
々
完
了
の
域
に
達
し
た
の
で
、
本
年
一
月
十
六
日
同
調
査
会
に
お
い
て
外
務
省
管
理
局
長
、
大
蔵
省
管
理
局
長
以
下
両

省
関
係
課
長
出
席
の
も
と
に
解
散
式
を
挙
行
し
た
。
な
お
未
だ
多
少
の
整
理
事
務
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
本
年
度
末
ま
で
に
は
終
了
の
見

込
で
あ
）
80
（

る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
た
終
了
見
込
み
の
「
本
年
度
末
」
と
は
、
一
九
四
九
年
一
二
月
に
当
た
る
が
、
大
蔵

省
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
在
外
財
産
報
告
書
を
提
出
し
た
時
期
と
一
致
す
）
81
（
る
。
そ
の
報
告
書
の
リ
ス
ト
の
な
か
で
「（A

） The 20th 

Report of Inquiry EXPLAN
ATO

RY N
O
TES FO

R TABLES on ESTIM
ATES O

F JAPAN
ESE EXTERN

AL ASSETS

」
と

表
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
在
外
財
産
調
査
会
が
二
〇
回
目
の
報
告
書
を
作
成
し
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
在
外
財
産
調
査
会
の
報
告
書
が

Ｃ
Ｐ
Ｃ
側
に
提
出
さ
れ
る
都
度
に
開
か
れ
た
委
員
会
の
回
数
も
二
〇
回
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
報
告
書
が
最
終
提
出
版
で
あ
る
と
推

測
で
き
る
。
以
上
、
在
外
財
産
調
査
会
は
、
こ
の
よ
う
な
役
目
を
果
た
し
て
解
散
す
る
の
で
あ
る
。

㈢　
『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』

―
植
民
地
認
識
の
集
約

　

ひ
と
ま
ず
、
日
本
の
在
外
企
業
財
産
の
推
定
額
は
算
出
で
き
た
が
、
在
外
財
産
調
査
会
は
一
つ
の
課
題
を
抱
え
込
ん
で
い
た
。
果
た
し
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て
こ
の
程
度
の
在
外
財
産
を
日
本
が
保
有
で
き
た
の
か
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
せ
っ
か
く
算
出
し
た
財
産
額
の
妥
当

性
を
失
い
か
ね
な
い
。
こ
の
よ
う
な
懸
念
が
『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』
を
作
り
出
し
た
。
そ
の
動
機
は
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

特
に
、
朝
鮮
、
台
湾
、
樺
太
或
は
満
州
国
の
如
を
旧
領
土
若
し
く
は
密
接
な
関
係
に
あ
つ
た
地
域
に
於
て
は
、
古
く
か
ら
相
当
の
投
資
を
為
し
て
ゐ
る

の
で
あ
り
、
対
日
貿
易
等
の
歴
史
的
背
景
な
く
し
て
は
之
を
裏
付
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
と
信
ず
る
。
そ
こ
で
、
各
地
域
と
日
本
と
の
そ
も
そ
も

の
当
初
か
ら
歴
史
的
に
領
土
の
範
囲
、
人
口
、
鉱
工
業
、
農
業
、
産
業
、
文
化
、
教
育
等
の
万
般
に
亘
り
調
査
し
、
在
外
財
産
の
存
在
を
妥
当
な
ら
し

め
る
様
調
査
を
始
め
た
が
、
茲
に
謂
ふ
歴
史
的
調
査
で
あ
る
。
こ
の
為
専
門
家
多
数
を
動
員
し
大
車
輪
で
調
査
を
実
行
し
、
現
在
そ
の
大
半
を
完
了
し

た
次
第
で
あ
る
。
こ
れ
を
以
て
、
日
本
在
外
財
産
調
査
の
画
龍
点
睛
を
図
ら
う
と
い
ふ
の
で
あ
）
82
（

る
。

　

在
外
財
産
調
査
会
の
調
査
結
果
に
妥
当
性
を
持
た
せ
る
た
め
、
歴
史
的
な
背
景
を
全
般
に
亘
り
調
査
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ

が
所
謂
『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』
で
あ
る
。
一
九
四
八
年
、
大
蔵
省
管
理
局
の
名
義
で
刊
行
さ
れ
た
こ
の
調
査
は
、

総
論
、
朝
鮮
編
、
台
湾
編
、
樺
太
編
、
南
洋
群
島
編
、
満
州
編
、
北
支
編
、
中
南
支
編
、
海
南
島
編
、
南
方
編
、
そ
の
他
地
域
編
か
ら
な

る
大
東
亜
共
栄
圏
を
、
日
本
国
の
占
領
以
前
か
ら
終
了
前
後
ま
で
に
か
け
て
網
羅
的
に
取
り
扱
っ
た
書
物
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
朝
鮮
編

は
、
植
民
地
統
治
の
全
般
領
域
を
調
査
研
究
し
て
一
六
〇
〇
頁
に
及
ぶ
大
著
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
編
の
執
筆
者
は
、
朝
鮮
半
島
と
日
本
列
島

が
地
理
的
に
近
い
こ
と
を
含
め
、
終
戦
後
に
朝
鮮
米
軍
政
庁
（U

SAM
G
IK

）
の
協
力
を
得
る
こ
と
で
早
期
引
揚
げ
を
完
了
さ
せ
、
こ
の

調
査
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
地
域
よ
り
執
筆
者
の
陣
営
と
調
査
内
容
が
比
較
的
に
充
実
し
て
い
た
。
と
も
か

く
『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』
の
企
画
、
作
成
、
編
集
、
監
修
、
印
）
83
（

刷
ま
で
一
連
の
流
れ
に
関
与
し
た
主
体
が
、
外

務
・
大
蔵
両
省
と
朝
鮮
縁
故
者
を
筆
頭
と
す
る
外
地
関
係
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
続
け
て
、
彼
ら
は
調
査
背
景
を
次
の
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よ
う
に
描
写
し
た
。

こ
の
仕
事
を
漸
次
押
し
進
め
て
行
く
間
に
、
吾
々
は
次
の
様
な
こ
と
を
考
え
始
め
た
。
一
体
如
何
な
る
取
引
の
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
貸
借
対
照
表

が
残
さ
れ
た
か
、
或
は
、
こ
れ
ら
の
統
計
が
究
極
に
於
て
意
味
す
る
も
の
は
何
か
、
と
い
う
全
体
的
な
説
明
を
別
に
必
要
と
す
る
の
で
は
な
い
か
、
各

地
の
、
各
時
期
の
、
各
種
の
企
業
を
一
貫
す
る
説
明
な
り
、
主
張
が
別
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
な
く
共
、
こ
れ
ら
は
、
侵
略
と
か
、
掠
奪
と
か
い

う
言
葉
で
、
一
列
に
言
つ
て
の
け
ら
れ
る
取
引
の
結
果
で
は
な
く
、
日
本
及
び
日
本
人
の
在
外
財
産
は
、
原
則
と
し
て
は
、
多
年
の
正
常
な
経
済
活
動

の
成
果
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
、
こ
の
際
は
つ
き
り
し
て
お
く
こ
と
が
是
非
必
要
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
連
合
国
に
対
す
る
弁
解
と
い
う
意

図
か
ら
で
は
勿
論
な
く
、
吾
々
の
子
孫
に
残
す
教
訓
で
あ
り
、
参
考
書
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
84
（

い
。

　

在
外
財
産
調
査
会
で
調
査
研
究
を
進
め
る
に
つ
れ
、
こ
の
よ
う
な
課
題
が
浮
上
し
た
と
い
う
経
緯
は
繰
り
返
し
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

調
査
結
果
に
妥
当
性
を
確
保
さ
せ
る
た
め
に
練
ら
れ
た
論
理
も
、
鈴
木
武
雄
を
始
め
朝
鮮
事
業
者
会
で
露
出
し
た
植
民
地
認
識
の
反
復
で

も
あ
っ
た
。
朝
鮮
縁
故
者
が
独
自
に
持
つ
植
民
地
認
識
は
、「
吾
々
の
子
孫
」
に
残
す
べ
き
遺
産
な
の
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
誤
解
」
さ
れ
て
い
る
以
上
は
、
我
ら
の
潔
白
を
立
証
す
る
他
な
い
。
彼
ら
は
、
散
逸
し
て
い
た
資
料
を
取
り
ま
と
め
て
植
民
地
認
識
と

在
外
財
産
の
調
査
結
果
を
、『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』
の
中
で
両
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
思
惑
を

裏
付
け
る
た
め
に
、
本
調
査
の
「
総
論
」
と
も
言
う
べ
き
部
分
に
注
目
し
た
い
。

吾
々
の
仕
事
の
序
論
で
あ
り
、
結
論
で
も
あ
り
、
構
想
の
基
盤
を
な
す
考
え
方
は
、
次
の
通
り
要
約
出
来
る
と
思
う
。
日
本
及
び
日
本
人
の
在
外
財
産

は
、
日
本
及
び
日
本
人
の
海
外
活
動
に
於
け
る
正
常
な
経
済
活
動
の
成
果
で
あ
る
。
一
つ
一
つ
の
出
来
事
を
取
り
上
げ
る
な
ら
ば
、
あ
る
時
期
、
あ
る

場
所
に
於
て
は
、
所
謂
侵
略
、
掠
奪
に
よ
つ
て
加
算
さ
れ
た
も
の
が
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
特
に
日
華
事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
入
つ
て
は
、
軍
の
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行
動
に
便
乗
し
た
悪
質
の
取
引
に
よ
る
も
の
が
あ
つ
た
ろ
う
。
が
然
し
、
日
本
及
び
日
本
人
の
在
外
財
産
の
生
成
過
程
は
、
言
わ
る
る
よ
う
な
帝
国
主

義
的
発
展
史
で
は
な
く
、
国
家
或
は
民
族
の
侵
略
史
で
も
な
い
。
日
本
人
の
海
外
活
動
は
、
日
本
人
固
有
の
経
済
行
為
で
あ
り
、
商
取
引
で
あ
り
、
文

化
活
動
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
人
み
ず
か
ら
ま
づ
は
つ
き
り
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
）
85
（

る
。

　

彼
ら
の
主
張
の
如
く
植
民
地
朝
鮮
に
限
っ
て
言
え
ば
、
日
本
の
在
外
財
産
は
、
長
年
に
亘
り
ご
く
正
常
な
経
済
活
動
の
成
果
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
一
時
期
の
軍
国
主
義
に
よ
り
、
植
民
地
史
の
全
期
間
が
歪
め
ら
れ
た
。
む
し
ろ
、
我
ら
は
軍
国
主
義
の
犠
牲
者
で
あ
る
。
国
内
外

で
言
わ
れ
る
日
本
国
の
侵
略
、
掠
奪
と
い
っ
た
植
民
地
認
識
に
は
「
誤
解
」
が
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
一
時
の
み
に
切
り
取
ら
れ
て
一
般
化

さ
れ
る
こ
と
は
容
認
で
き
な
い
。
あ
く
ま
で
そ
の
よ
う
な
認
識
を
転
換
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ま
ず
、
日
本
人
か
ら
で
あ
る
。

在
外
財
産
調
査
会
の
財
産
総
額
の
数
値
化
デ
ー
タ
が
、
彼
ら
の
植
民
地
認
識
に
説
得
力
を
持
た
せ
、
そ
れ
に
Ｃ
Ｐ
Ｃ
を
始
め
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｐ
が
あ
る
程
度
共
感
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
残
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
日
本
人
で
あ
っ
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
朝
鮮
事
業
者
会

が
診
断
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
及
び
連
合
国
を
始
め
国
内
外
の
植
民
地
認
識
に
あ
る
「
誤
解
」
は
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
日
本
人
に

残
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
正
常
な
経
済
活
動
、
経
済
開
発
、
福
利
厚
生
の
増
進
、
文
化
向
上
、
軍
国
主
義
の
犠
牲
者
な
ど
の
朝
鮮
事
業

者
会
で
挙
げ
ら
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
無

理
も
な
い
。
こ
の
調
査
の
編
集
委
員
四
名
の
ひ
と
り
、
朝
鮮
縁
故
者
の
鈴
木
武
雄
も
い
た
か
ら
で
あ
る
。

四　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
の
分
析
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
朝
鮮
事
業
者
会
は
、
在
外
財
産
が
補
償
さ
れ
な
い
原
因
を
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ

Ａ
Ｐ
及
び
連
合
国
を
始
め
国
内
外
に
広
ま
っ
て
い
た
植
民
地
認
識
の
「
誤
解
」
に
あ
る
と
診
断
し
た
。
そ
の
「
誤
解
」
と
は
、
朝
鮮
半
島
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に
お
け
る
経
済
発
展
と
現
地
貢
献
の
史
実
が
捨
象
さ
れ
る
と
同
時
に
、
一
時
期
の
軍
国
主
義
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
朝
鮮
事
業
者
の
活
動

に
略
奪
、
搾
取
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
軍
国
主
義
の
被
害
者
で
あ
る
と
い
う
論
法
で
押
す
朝
鮮
事
業
者

会
に
と
っ
て
、
こ
の
「
誤
解
」
を
解
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
朝
鮮
事
業
者
会
が
主
導
的
な
役

割
を
果
し
て
、
海
外
事
業
が
「
平
和
的
」
な
実
績
で
あ
る
と
い
う
実
情
を
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
に
広
め
て
調
査
し
始
め
た
。

こ
れ
と
同
時
並
行
的
に
朝
鮮
事
業
者
会
が
進
め
た
の
が
、
補
償
委
員
会
の
設
置
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
財
産
補
償
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
専

担
班
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
班
の
調
査
方
針
に
つ
き
政
府
当
局
か
ら
数
字
の
信
頼
性
を
高
め
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
。
以
前
、
大
蔵
省
令
第
九

五
号
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
在
外
財
産
報
告
書
の
不
備
に
よ
る
教
訓
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
答
え
る
た
め
、
朝
鮮
事
業
者
会
は
「
カ
ン
」
を
以

て
で
も
早
急
に
在
外
財
産
の
総
額
を
提
示
す
る
よ
う
働
き
掛
け
た
。
暫
定
合
計
一
五
〇
〇
億
円
に
一
段
落
し
た
数
値
化
デ
ー
タ
に
建
白
書

と
陳
情
書
を
添
え
て
、
政
府
当
局
を
始
め
政
界
・
言
論
界
に
も
訴
え
た
が
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
訴
え
の
中
で
、
補

償
委
員
会
に
お
い
て
政
府
と
合
同
作
業
を
提
案
す
る
「
官
民
合
同
補
償
委
員
会
」
の
設
置
案
を
提
唱
し
た
と
こ
ろ
に
、
政
府
側
が
反
応
を

示
し
た
。
連
合
国
の
賠
償
方
針
が
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
を
背
景
に
、
政
府
当
局
は
、
海
外
事
業
者
の
数
値
化
デ
ー
タ
に
表
れ
た
知
識
と
情

報
を
活
用
し
て
対
日
講
和
会
議
に
備
え
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
在
外
財
産
の
補
償
問
題
を
め
ぐ
り
日
本
政
府
と
民
間
の

海
外
事
業
者
の
間
で
、
両
者
の
同
床
異
夢
の
思
惑
か
ら
官
民
協
調
の
枠
組
み
が
組
み
立
て
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
に
、
朝
鮮
事
業
者

会
が
主
導
的
に
設
置
し
た
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
補
償
委
員
会
と
「
官
民
合
同
補
償
委
員
会
」
の
設
置
案
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
根
源
的
な
流
れ
に
は
「
平
和
的
」
な
海
外
事
業
の
実
情
調
査
が
繫
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
同
中
央
協
議
会

の
補
償
委
員
会
と
「
官
民
合
同
補
償
委
員
会
」
の
設
置
案
は
、
外
務
・
大
蔵
両
省
の
共
同
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
る
在
外
財
産
調
査
会
の

原
型
を
な
し
、「
平
和
的
」
な
海
外
事
業
の
実
情
調
査
は
、『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』
の
原
型
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

第
二
に
、
占
領
統
治
下
の
日
本
政
府
に
と
っ
て
は
当
然
で
あ
る
が
、
在
外
財
産
の
調
査
過
程
に
お
い
て
も
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
影
響

力
は
確
実
に
存
在
し
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
Ｃ
Ｐ
Ｃ
（
民
間
財
産
管
理
局
）
を
中
心
に
、
日
本
政
府
と
海
外
事
業
者
が
在
外
財
産
の
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調
査
を
実
施
す
る
際
に
抱
え
た
制
約
を
同
様
に
認
識
し
て
、
そ
の
調
査
要
領
を
提
示
し
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｃ
は
、
在
外
財
産
調
査
会
を
率
い
る
大

蔵
省
・
外
務
省
・
日
本
銀
行
の
関
係
者
を
交
え
て
、
委
員
会
を
設
置
し
て
二
〇
回
に
及
ぶ
定
期
会
合
を
開
い
た
。
大
蔵
省
の
記
録
に
よ
れ

ば
、
事
実
上
、
在
外
財
産
調
査
会
と
Ｃ
Ｐ
Ｃ
の
関
係
は
、
日
本
政
府
側
が
「
下
請
の
様
な
恰
好
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
在
外
財
産
調
査
会

の
調
査
報
告
書
は
、
外
務
・
大
蔵
両
省
の
資
料
と
民
間
側
の
収
集
資
料
な
ど
に
基
づ
き
数
値
化
さ
れ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
側
に
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
デ
ー
タ
を
算
出
し
て
み
れ
ば
、
あ
る
者
に
と
っ
て
は
日
本
国
の
軍
国
主
義
に
よ
る
略
奪
、
搾
取
の
実
績
で
あ
る
と
「
曲

解
」
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
曲
解
」
が
後
押
し
し
た
せ
い
か
、
彼
ら
は
財
産
額
の
妥
当
性
を
裏
付
け
る
た
め
に
、
そ
の

歴
史
的
か
つ
全
般
的
領
域
に
亘
る
調
査
を
集
大
成
す
る
。
そ
れ
が
所
謂
『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』
で
あ
り
、
植
民

地
認
識
の
集
約
で
あ
っ
た
。
既
述
の
通
り
『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』
は
、
朝
鮮
事
業
者
会
を
筆
頭
と
す
る
海
外
事

業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
で
実
施
さ
れ
た
「
平
和
的
」
な
海
外
事
業
の
実
情
調
査
の
系
譜
を
受
け
継
ぐ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

当
初
か
ら
朝
鮮
事
業
者
会
で
言
わ
れ
た
正
常
な
経
済
活
動
、
経
済
開
発
、
福
利
厚
生
の
増
進
、
文
化
向
上
、
軍
国
主
義
の
犠
牲
者
な
ど
の

キ
ー
ワ
ー
ド
が
『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
朝
鮮
事
業
者
会
、

い
わ
く
朝
鮮
縁
故
者
の
存
在
意
義
は
こ
こ
に
あ
っ
た
。

　

以
上
、
在
外
財
産
調
査
会
に
お
け
る
植
民
地
朝
鮮
の
財
産
額
の
数
値
化
デ
ー
タ
と
『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』
に

お
け
る
植
民
地
認
識
の
集
約
版
は
、
そ
の
後
の
日
本
政
府
の
対
韓
国
外
交
の
基
盤
に
な
る
。
事
実
、
日
韓
国
交
正
常
化
交
渉
を
準
備
す
る

日
本
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
基
盤
か
ら
対
韓
請
求
権
を
練
り
上
げ
て
法
理
論
を
補
強
し
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
一
九
五
一
年
一
〇

月
に
開
催
さ
れ
る
日
韓
交
渉
の
予
備
会
談
か
ら
第
三
次
会
談
の
「
久
保
田
発
言
」（
一
九
五
三
年
一
〇
月
）
ま
で
を
、
本
稿
の
文
脈
の
中
で

実
証
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
次
の
論
稿
に
譲
り
た
い
。
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（
1
）  

本
稿
に
お
け
る
「
在
外
財
産
」
と
は
、
朝
鮮
米
軍
政
庁
（U

SAM
G
IK

）
が
、
三
八
度
線
以
南
の
管
轄
区
域
に
所
在
し
た
日
本
及
び
日
本
人

（
法
人
含
む
）
財
産
を
、
法
令
第
三
三
号
（
一
九
四
五
年
一
二
月
六
日
付
）
の
発
令
に
依
拠
し
て
帰
属
（vested

）
か
つ
所
有
（ow

ned

）
し
た

没
収
財
産
を
指
す
。
外
務
省
公
開
外
交
記
録
文
書
「
日
韓
特
別
取
極
の
対
象
と
な
る
日
本
資
産
及
び
請
求
権
に
つ
い
て
（
1
）」
文
書
番
号
一
五

六
三
、
一
―
六
頁
。

（
2
）  
朝
鮮
事
業
者
会
は
、
一
九
四
五
年
一
一
月
一
日
、
植
民
地
朝
鮮
に
関
連
す
る
日
本
人
事
業
者
を
会
員
と
し
て
白
石
宗
城
（
元
朝
鮮
窒
素
肥
料
取

締
役
）
を
理
事
長
に
迎
え
設
立
さ
れ
た
。
活
動
目
的
は
、
朝
鮮
残
留
中
の
事
業
者
及
び
従
業
員
に
対
す
る
保
護
・
救
出
、
財
産
管
理
・
補
償
に
関

す
る
措
置
、
朝
鮮
関
連
の
情
報
収
集
及
び
会
員
へ
の
報
告
で
あ
っ
た
。
同
会
は
、
海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
の
地
域
別
部
会
も
担
当
し
た
。

（
3
）  

海
外
事
業
戦
後
対
策
中
央
協
議
会
は
、
一
九
四
五
年
一
一
月
三
〇
日
、
引
揚
企
業
団
体
の
全
国
単
位
の
中
央
組
織
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
活
動

目
的
は
、
在
外
財
産
に
対
す
る
補
償
措
置
の
要
求
及
び
関
連
会
社
の
本
国
所
在
財
産
の
保
護
で
あ
っ
た
。
同
中
央
協
議
会
の
組
織
は
、
海
外
事
業

の
地
域
別
部
会
と
産
業
別
部
会
で
構
成
さ
れ
た
。
こ
の
地
域
別
部
会
の
中
で
朝
鮮
地
域
の
部
会
を
、
朝
鮮
事
業
者
会
が
専
担
し
た
。

（
4
）  

宣
在
源
「
引
揚
企
業
団
体
の
活
動

―
戦
前
期
海
外
進
出
企
業
の
国
内
経
済
復
帰
過
程
」
原
朗
編
『
復
興
期
の
日
本
経
済
』（
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
〇
二
年
）、
四
八
一
―
四
九
七
頁
。

（
5
）  

최
영
호
﹇
崔
永
鎬
﹈『
일
본
인 
세
화
회

―
식
민
지
조
선 

일
본
인
의 

전
후
』﹇
日
本
人
世
話
会

―
植
民
地
朝
鮮　

日
本
人
の
戦
後
﹈（
논
형

﹇
ノ
ン
ヒ
ョ
ン
﹈、
二
〇
一
三
年
）、
이
연
식
﹇
李
淵
植
﹈『
조
선
을 

떠
나
며

―1945

년 

패
전
을 

맞
은 

일
본
인
들
의 

최
후
』﹇
朝
鮮
を
去

る

―
一
九
四
五
年
敗
戦
を
迎
え
た
日
本
人
の
最
後
﹈（
역
사
비
평
사
﹇
歴
史
批
評
社
﹈、
二
〇
一
二
年
）、
이
형
식
﹇
李
炯
植
﹈「
패
전 

후 

귀
환

한 

조
선
총
독
부
관
료
들
의 

식
민
지 

지
배 

인
식
과 

그 

영
향
」﹇
敗
戦
後
帰
還
し
た
朝
鮮
総
督
府
官
僚
の
植
民
地
支
配
認
識
と
そ
の
影
響
﹈『
한

국
사
연
구
』﹇
韓
国
史
研
究
﹈（
第
一
五
三
号
、
二
〇
一
一
年
）、
노
기
영
﹇
盧
琦
霙
﹈「
해
방 

후 

일
본
인
의 

귀
환
과 

중
앙
일
한
협
회
」﹇
解
放

後
日
本
人
の
帰
還
と
中
央
日
韓
協
会
﹈『
한
일
민
족
문
제
연
구
』﹇
韓
日
民
族
問
題
研
究
﹈（
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
六
年
）、
정
병
욱
﹇
鄭
昞
旭
﹈

「
조
선
총
독
부 

관
료
의 

일
본 

귀
환 

후 

활
동
과 

한
일
교
섭

―1950, 60

년
대 

同
和
協
會
・
中
央
日
韓
協
會
를 

중
심
으
로
」﹇
朝
鮮
総
督
府

官
僚
の
日
本
帰
還
後
の
活
動
と
韓
日
交
渉

―
一
九
五
〇
、
六
〇
年
代
同
和
協
会
・
中
央
日
韓
協
会
を
中
心
に
﹈『
역
사
문
제
연
구
』﹇
歴
史
問
題

研
究
﹈（
第
一
四
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
増
田
弘
編
著
『
大
日
本
帝
国
の
崩
壊
と
引
揚
・
復
員
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）、Lori 
W
att, W

hen em
pire com

es hom
e: repatriation and reintegration in postw

ar Japan, H
arvard U

niversity Press, 2009.

（
6
）  

宮
本
正
明
「
敗
戦
直
後
に
お
け
る
日
本
政
府
・
朝
鮮
関
係
者
の
植
民
地
統
治
認
識
の
形
成

―
『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調

査
』
成
立
の
歴
史
的
前
提
」『
研
究
紀
要
』
一
一
号
（
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）、
一
一
三
―
一
四
一
頁
。『
日
本
人
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の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』
の
生
成
過
程
に
関
す
る
詳
細
は
、
井
村
哲
郎
編
『
一
九
四
〇
年
代
の
東
ア
ジ
ア

―
文
献
解
題
』（
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
、
一
九
九
七
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
並
木
真
人
の
論
文
、「『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』
朝
鮮
編 

補

論

―
『
日
本
人
の
海
外
発
展
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』
お
よ
び
『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
研
究
調
査
』
を
中
心
に
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
）  
朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
号
、
日
時
記
載
な
し
、
二
丁
（「
友
邦
文
庫
」
請
求
記
号
：M

3 -47

、
以
下
同
様
）。

（
8
）  
第
一
に
、
植
民
地
朝
鮮
に
お
い
て
職
歴
及
び
学
歴
を
持
ち
知
識
と
情
報
を
蓄
積
し
た
有
力
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
戦
後
に
は
そ
の
知
識
と
情
報

の
源
泉
を
日
本
政
府
の
政
策
構
想
の
側
面
で
共
有
す
る
行
為
者
（actor

）
で
あ
る
。
第
二
に
、
朝
鮮
引
揚
者
及
び
京
城
日
本
人
世
話
会
の
首
脳

部
が
朝
鮮
引
揚
同
胞
世
話
会
（
一
九
四
六
年
三
月
設
立
）
に
合
流
後
、
同
和
協
会
（
一
九
四
七
年
七
月
設
立
）
に
統
合
さ
れ
る
際
に
「
朝
鮮
縁
故

者
」
と
自
己
規
定
し
た
表
現
を
借
り
た
用
語
で
あ
る
。
朝
鮮
引
揚
同
胞
世
話
会
『
特
報
』
第
二
〇
号
、
一
九
四
七
年
六
月
二
〇
日
、
一
頁
（「
桜

井
義
之
文
庫
」
請
求
記
号
：2734

）。

（
9
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
号
、
日
時
記
載
な
し
、
二
丁
。

（
10
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
号
、
一
九
四
六
年
四
月
一
日
、
二
丁
。

（
11
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
号
、
一
九
四
六
年
四
月
一
日
、
三
丁
。

（
12
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
号
、
一
九
四
六
年
四
月
一
日
、
四
―
五
丁
。

（
13
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
号
、
一
九
四
六
年
四
月
一
日
、
四
丁
。

（
14
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
四
号
、
一
九
四
六
年
四
月
一
五
日
、
三
丁
。

（
15
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
七
号
、
一
九
四
六
年
五
月
一
三
日
、
三
頁
。

（
16
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
八
号
、
一
九
四
六
年
五
月
二
〇
日
、
四
頁
。

（
17
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
八
号
、
一
九
四
六
年
五
月
二
〇
日
、
五
頁
。

（
18
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
〇
号
、
一
九
四
六
年
六
月
三
日
、
二
頁
。

（
19
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
〇
号
、
一
九
四
六
年
六
月
三
日
、
三
頁
。

（
20
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
〇
号
、
一
九
四
六
年
六
月
三
日
、
四
頁
。

（
21
）  

同
上
。

（
22
）  

同
上
。

（
23
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
一
号
、
一
九
四
六
年
六
月
一
〇
日
、
三
―
四
頁
。
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（
24
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
〇
号
、
一
九
四
六
年
六
月
三
日
、
一
頁
。

（
25
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
一
号
、
一
九
四
六
年
六
月
一
〇
日
、
二
頁
。

（
26
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
三
号
、
一
九
四
六
年
六
月
二
四
日
、
二
―
三
頁
。

（
27
）  
「
外
国
為
替
管
理
法
ニ
基
キ
連
合
国
最
高
司
令
官
ノ
要
求
ニ
係
ル
事
項
ヲ
実
施
ス
ル
為
在
外
財
産
等
ノ
報
告
」
が
要
求
さ
れ
た
。
大
蔵
省
外
資

局
「
在
外
財
産
等
ノ
報
告
ニ
関
ス
ル
大
蔵
省
令
」（
大
蔵
省
外
資
局
、
一
九
四
五
年
一
一
月
）、
一
頁
。

（
28
）  
朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
三
号
、
一
九
四
六
年
六
月
二
四
日
、
五
頁
。

（
29
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
四
号
、
一
九
四
六
年
七
月
一
日
、
三
―
四
頁
。

（
30
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
四
号
、
一
九
四
六
年
七
月
一
日
、
五
―
六
頁
。

（
31
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
四
号
、
一
九
四
六
年
七
月
一
日
、
五
頁
。

（
32
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
五
号
、
一
九
四
六
年
七
月
八
日
、
六
頁
。

（
33
）  

調
査
資
料
の
詳
細
は
、
朝
鮮
事
業
者
会
の
『
会
報
』
第
九
号
の
三
―
四
丁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
34
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
五
号
、
一
九
四
六
年
七
月
八
日
、
八
頁
。

（
35
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
六
号
、
一
九
四
六
年
七
月
一
五
日
、
二
―
三
頁
。

（
36
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
六
号
、
一
九
四
六
年
七
月
一
五
日
、
五
頁
。

（
37
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
六
号
、
一
九
四
六
年
七
月
一
五
日
、
五
―
六
頁
。

（
38
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
六
号
、
一
九
四
六
年
七
月
一
五
日
、
七
頁
。

（
39
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
七
号
、
一
九
四
六
年
七
月
二
二
日
、
八
頁
。

（
40
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
四
号
、
一
九
四
六
年
七
月
一
日
、
一
頁
。

（
41
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
八
号
、
一
九
四
六
年
七
月
二
九
日
、
二
―
三
頁
。

（
42
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
八
号
、
一
九
四
六
年
七
月
二
九
日
、
五
頁
。

（
43
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
八
号
、
一
九
四
六
年
七
月
二
九
日
、
六
頁
。

（
44
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
九
号
、
一
九
四
六
年
八
月
五
日
、
二
―
三
頁
。

（
45
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
九
号
、
一
九
四
六
年
八
月
五
日
、
五
―
六
頁
。

（
46
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
九
号
、
一
九
四
六
年
八
月
五
日
、
七
頁
。
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（
47
）  

『
毎
日
新
聞
』
一
九
四
六
年
七
月
二
七
日
（
東
京
朝
刊
）。

（
48
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
一
九
号
、
一
九
四
六
年
八
月
五
日
、
一
頁
。

（
49
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
〇
号
、
一
九
四
六
年
八
月
一
二
日
、
二
―
四
頁
。

（
50
）  
朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
〇
号
、
一
九
四
六
年
八
月
一
二
日
、
五
―
六
頁
。

（
51
）  
朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
〇
号
、
一
九
四
六
年
八
月
一
二
日
、
六
―
七
頁
。

（
52
）  
朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
〇
号
、
一
九
四
六
年
八
月
一
二
日
、
八
―
九
頁
。

（
53
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
〇
号
、
一
九
四
六
年
八
月
一
二
日
、
九
―
一
〇
頁
。

（
54
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
〇
号
、
一
九
四
六
年
八
月
一
二
日
、
一
五
―
一
六
頁
。

（
55
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
〇
号
、
一
九
四
六
年
八
月
一
二
日
、
一
六
―
一
七
頁
。

（
56
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
〇
号
、
一
九
四
六
年
八
月
一
二
日
、
一
八
頁
。

（
57
）  

『
読
売
新
聞
』
一
九
四
六
年
七
月
三
一
日
（
東
京
朝
刊
）。

（
58
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
〇
号
、
一
九
四
六
年
八
月
一
二
日
、
一
八
―
一
九
頁
。

（
59
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
一
号
、
一
九
四
六
年
八
月
一
九
日
、
二
丁
。

（
60
）  

大
蔵
省
管
理
局
提
出
の
科
目
「
在
外
財
産
調
査
等
に
要
す
る
経
費
」
に
よ
る
と
、
在
外
財
産
調
査
会
の
予
算
に
充
て
ら
れ
た
総
額
は
年
々
増
加

し
て
い
た
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
一
九
四
六
年
度
（
追
加
予
算
）
は
三
〇
一
一
〇
〇
〇
円
、
一
九
四
七
年
度
は
六
七
二
七
〇
〇
〇
円
、
一
九
四

八
年
度
は
一
四
八
九
八
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
外
務
省
管
理
局
経
済
課
（
一
九
四
九
年
三
月
一
〇
日
）「
在
外
財
産
調
査
会
概
要
」『
在
外
財
産
調

査
会
関
係
資
料
目
録
』（
分
類
記
号
番
号
：B61.00
／
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド
：A13111639200

、
以
下
同
様
）、
一
九
九
七
―
一
九
九
八
。

（
61
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
二
号
、
一
九
四
六
年
八
月
二
六
日
、
三
丁
。

（
62
）  

石
井
修
『
国
際
政
治
史
と
し
て
の
二
〇
世
紀
』（
有
信
堂
高
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
一
六
〇
頁
。

（
63
）  

外
務
・
大
蔵
両
省
の
職
員
も
常
勤
し
た
。
外
務
省
管
理
局
経
済
課
（
一
九
四
九
年
三
月
一
〇
日
）「
在
外
財
産
調
査
会
概
要
」『
在
外
財
産
調
査

会
関
係
資
料
目
録
』、
一
九
九
二
。

（
64
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
二
号
、
一
九
四
六
年
八
月
二
六
日
、
三
丁
。

（
65
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
四
号
、
一
九
四
六
年
九
月
九
日
、
三
丁
。

（
66
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
八
号
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
七
日
、
一
丁
。
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（
67
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
八
号
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
七
日
、
三
丁
。

（
68
）  

外
務
省
管
理
局
経
済
課
（
一
九
四
九
年
三
月
一
〇
日
）「
在
外
財
産
調
査
会
概
要
」『
在
外
財
産
調
査
会
関
係
資
料
目
録
』、
一
九
九
一
。

（
69
）  

朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
八
号
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
七
日
、
三
丁
。

（
70
）  
朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
八
号
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
七
日
、
三
―
四
丁
。

（
71
）  
朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
九
号
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
四
日
、
二
丁
。

（
72
）  
朝
鮮
事
業
者
会
『
会
報
』
第
二
九
号
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
四
日
、
三
丁
。

（
73
）  

同
上
。

（
74
）  

大
蔵
省
管
理
局
管
理
課
（
一
九
四
八
年
二
月
二
日
）「
終
戦
時
に
於
け
る
日
本
在
外
財
産
調
査
に
つ
い
て
（
未
定
稿
）」『
在
外
財
産
調
査
会
関

係
資
料
目
録
』（
分
類
記
号
番
号
：B61.00

／
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ド
：A13111639200

、
以
下
同
様
）、
二
〇
〇
三
―
二
〇
〇
四
。

（
75
）  

外
務
省
管
理
局
経
済
課
（
一
九
四
九
年
三
月
一
〇
日
）「
在
外
財
産
調
査
会
概
要
」『
在
外
財
産
調
査
会
関
係
資
料
目
録
』、
一
九
九
八
。

（
76
）  

大
蔵
省
管
理
局
管
理
課
（
一
九
四
八
年
二
月
二
日
）「
終
戦
時
に
於
け
る
日
本
在
外
財
産
調
査
に
つ
い
て
（
未
定
稿
）」『
在
外
財
産
調
査
会
関

係
資
料
目
録
』、
二
〇
〇
五
。

（
77
）  

作
者
不
明
「
在
外
財
産
調
査
会
に
お
け
る
調
査
に
つ
い
て
」『
在
外
財
産
調
査
会
関
係
資
料
目
録
』（
分
類
記
号
番
号
：B61.00

／
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
コ
ー
ド
：A13111639200

）、
一
九
八
八
。

（
78
）  

大
蔵
省
管
理
局
管
理
課
（
一
九
四
八
年
二
月
二
日
）「
終
戦
時
に
於
け
る
日
本
在
外
財
産
調
査
に
つ
い
て
（
未
定
稿
）」『
在
外
財
産
調
査
会
関

係
資
料
目
録
』、
二
〇
〇
七
。

（
79
）  

外
務
省
管
理
局
経
済
課
（
一
九
四
九
年
三
月
一
〇
日
）「
在
外
財
産
調
査
会
概
要
」『
在
外
財
産
調
査
会
関
係
資
料
目
録
』、
一
九
九
三
。

（
80
）  

外
務
省
管
理
局
経
済
課
（
一
九
四
九
年
三
月
一
〇
日
）「
在
外
財
産
調
査
会
概
要
」『
在
外
財
産
調
査
会
関
係
資
料
目
録
』、
一
九
九
一
。

（
81
）  

表
紙
の
題
目
は
「Japanese External Assets Report Subm

itted by M
inistry of Finance 21 D

ec 1948_Special Reports histing 
Japanese G

overnm
ent O

w
nership

」
と
出
書
き
さ
れ
て
い
る
。N

ational Archives, RG
 331, Box 3713, File 741.

（
82
）  

大
蔵
省
管
理
局
管
理
課
（
一
九
四
八
年
二
月
二
日
）「
終
戦
時
に
於
け
る
日
本
在
外
財
産
調
査
に
つ
い
て
（
未
定
稿
）」『
在
外
財
産
調
査
会
関

係
資
料
目
録
』、
二
〇
一
五
。

（
83
）  

外
務
省
管
理
局
経
済
課
の
記
録
に
よ
れ
ば
、「
英
訳
も
略
略
完
了
す
る
運
び
に
至
つ
て
い
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調
査
の
印
刷
版
は

ほ
ぼ
間
違
い
な
く
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
側
に
提
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
外
務
省
管
理
局
経
済
課
（
一
九
四
九
年
三
月
一
〇
日
）「
在
外
財
産
調
査
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会
概
要
」『
在
外
財
産
調
査
会
関
係
資
料
目
録
』、
一
九
九
九
。

（
84
）  

大
蔵
省
管
理
局
「
序
」『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』（
大
蔵
省
管
理
局
、
一
九
四
八
年
）、
一
―
二
頁
。

（
85
）  

大
蔵
省
管
理
局
「
序
」『
日
本
人
の
海
外
活
動
に
関
す
る
歴
史
的
調
査
』、
三
頁
。

朴
　
敬
珉
（
パ
ク　

キ
ョ
ン
ミ
ン
）

所
属
・
現
職　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

最
終
学
歴　
　

国
民
大
学
大
学
院
国
際
地
域
学
科
前
期
博
士
課
程

所
属
学
会　
　

日
本
国
際
政
治
学
会
、
現
代
韓
国
朝
鮮
学
会

専
攻
領
域　
　

東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
、
日
本
政
治
外
交
、
日
韓
関
係

主
要
著
作　
　

 「
日
本
外
務
省
の
経
済
再
建
構
想
と
朝
鮮
縁
故
者
の
交
差

―
日
本
経
済
の
『
特
殊

性
』
か
ら
植
民
統
治
の
『
特
殊
性
』
へ
」『
韓
日
関
係
史
研
究
』
第
五
〇
輯
（
二
〇

一
五
年
）（
韓
国
語
）

　
　
　
　
　
　

 「
京
城
日
本
人
世
話
会
の
『
半
島
居
留
』
の
変
容
と
『
朝
鮮
縁
故
』
型
団
体
の
誕

生

―
『
生
命
財
産
・
将
来
の
地
位
・
政
治
性
の
排
除
』
の
三
要
件
を
め
ぐ
っ
て
」

『
日
本
文
化
研
究
』
第
五
三
輯
（
二
〇
一
五
年
）


